
主な内容 いぶきの丘阿見東（吉原土地区画整理地内）
　　　　『ふれあいの杜公園』開園
4 月 29 日、いぶきの丘阿見東（阿見吉原
土地区画整理地内）に、多目的広場・水辺の
広場・ぼくらの冒険ツリーハウス（大型遊具）
を備えた「ふれあいの杜公園」の開園式典が
行われ、たくさんの来場者で賑わいました。

平成27年
5月22日発行

62015
No.651

紹介します！平成 27年度の区長さん…

まい・あみ・まつり 2015の実行委員会紹介等…

町立学校再編計画が策定されました……

高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種助成…

臨時福祉給付金が支給されます……
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人と自然が織りなす，輝くまち
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くちょうしょうかい

阿見台
藤山　英夫

中郷西
木村　茂

阿見中
地区
23行政区

➡

中央西
酒井　一彦

中央東
大谷　隆義

西方
蛯原　一義

宿
細田　正

北
栗山　恒男

西郷
宮本　光雄

一区南
河野　昭喜

三区下
木下　孝男

三区上
江原　利男

鈴木
野呂　薫

中央北
糸賀　忠

中央南
鴻巣　道明

中吉原
吉田　孝

上吉原
池田　喜伯

大砂
海老澤　肇

富士団地
山口　道子

上郷
石井　定夫

一区北
中島　正晴

二区北
佐藤　靖男

住吉
田村　敏博

福田
山中　照嗣

上本郷
小見川　正巳

新山
坂本　靖夫

下吉原
林　光洋

シンワ
高倉　裕輔

本郷
矢口　禎夫

朝日中
地区
15行政区

➡

下本郷
入江　規夫

一区
鈴木　晟

二区南
新橋　嗣男

紹介します！
平成27年度の

区長さん
行政区・氏名（敬称略）
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くちょうしょうかい

曙南
葉梨　健次

上条
齊藤　正幸

上長
角　慶一郎

下小池
福岡　高義

上小池
吉田　弘

寺子
吉村　正信

実穀
齋藤　十郎

中根
下山　昇

青宿
鈴木　誠

立ノ越
北澤　孝雄

中郷東
吉田　光男

岡崎
野口　守

筑見
北川　浩司

曙東
尾崎　勝男

白鷺団地
村山　陽二

大室
大﨑　忠

霞台
野口　勝雄

廻戸
野口　和利

新町
橋本　久

塙
内田　俊雄

石川
中山　正巳

大形
大竹　克

君島
山﨑　明

レイクサイドタウン
村木　貞之

竹来中
地区
28行政区

➡

下島津
髙野　雅美

上島津
永岡　勇夫

追原
小松澤　一正

南平台三丁目
大野　勝

南平台二丁目
武藤　次男

南平台一丁目
柏村　昌春

竹来
浪川　正実

掛馬
小澤　光夫

南島津
湯原　光男

●町民と町行政とのパイプ役として働いてくださる皆さんです

飯倉
林　静男

飯倉二区
眞中　一
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挑戦！
阿見町合併60周年、その先へ

まい・あみ・まつり2015

広
報
協
賛
金
部
会

本
部
役
員

『まい・あみ・まつり 2015』のテーマが『挑戦！阿見町合併６０周年、その先へ』に決定しました。今月号では、『ま
い・あみ・まつり 2015』の概要と実行委員会の皆さんを紹介します。
『まい・あみ・まつり』は、家族や地域の絆を大切に、人と人とのつながりを通して、今年で 26回目を迎えます。実行
委員一同、『まい・あみ・まつり 2015』の準備に取り組んでいますので、皆さまのご支援･ご協力をお願い申し上げます。

●まい・あみ・まつり2015●
日時：8月 1日（土）・2日（日）　午後3時〜 9時
メイン会場：まいあみ特設ステージ

およびまいあみストリート（通称）

挑戦！
阿見町合併60周年、その先へ

■まい・あみ・まつり2014

1. ごみの持ち帰りに協力します
2. ごみを指定の場所以外には捨てません
3. ごみを見つけたら指定の場所に捨てます
まつりにお越しいただく皆さまには、『まい・あみ・まつりクリーン 3か条』にご協力いた
だきますようにお願いします。昨年は皆さまのご協力により会場内がきれいに保たれました。
ご協力ありがとうございました。

まい・あみ・まつりクリーン 3か条

前列左から：高橋圭志郎（町社会福祉協議会）、青山
孝敏（町商工会）
後列左から：髙山聡（町商工会）、松浦松枝（町商工会）、
小島直子（一般応募）、川村たみ（町商工会）

前列左から：池田昌弘（幹事＝役場）、齋藤慎一（実
行委員長＝町商工会）、須藤隆之（副委員長＝町商工
会）、牛込智子（会計＝役場）
後列左から：田子智子（事務局＝臨時職員）、中根朋
子（事務局＝役場）、本橋大輔（事務局＝役場）、佐藤
哲朗（事務局＝役場）、山本英宏（事務局＝役場）

楽しいまつりのための約束だよ！
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問い合わせ　まい・あみ・まつり実行委員会事務局　☎888ー1111（173）

警
備
運
行
部
会

ス
テ
ー
ジ
式
典
部
会

パレード神輿部会
20人

警備運行部会
10人

広報協賛金部会
6人

ステージ式典部会
12人

会計：1人

委 員 長

専門部会

相談役
　田村敏博（区長会長）
　米川幸雄（消防団長）

●実行委員会組織図●

幹事：1人

事務局：5人

名誉会長
　天田富司男（阿見町長）
名誉顧問
　柴原成一（議会議長）
　吉田光男（商工会長）

顧　問（’14委員長）
　松浦健一（町商工会）

監　事
　石引英世（JA茨城かすみ）
　横田健一（町総務部長）

執 行 部

副委員長：1人

平成 27年 4月 15日現在

パレード神輿部会

前列左から：小野由希子（役場）、山端杏子（茨城大学
農学部）、長島英幸（霞ケ浦成人病研究事業団）、若泉徳士（一
般応募）、西脇淳子（茨城大学農学部）、八巻竜史（武器学校）
後列左から：星野佑太（茨城大学農学部）、横田哲也（JA
茨城かすみ）、大山哲史（県立医療大学）、佐藤智亮（県立
医療大）、川﨑達矢（東京医科大学）、中川喜博（東京医科
大学）

前列左から：大和田淳（朝日燃料支処）、井上義邦（武
器学校）、松本隆太（役場）、澤田一樹（役場）、三川
徹（町学校長会）
後列左から：柳澤えりか（町体育協会）、岡野恭大（町
金融団）、清水健（町金融団）、神林豊（町体育協会）、
小林信行（町学校長会）

前列左から：新橋嗣男（町区長会）、菊池映子（曙獅子連）、
秋山和美（秋山舞の会）、小柳望（小柳組）、村野定雄（獅子
神輿会）、吉田有希（役場）、石野広（阿見神輿連合）
中列左から：岡本チヨ（天翔如人）、高橋悠子（秋山舞の会）、
大山雪子（天翔如人）、三浦夏未（錦織姫）、清水直美（桜睦会）、
長南秀則（青宿むつみ会）、飯塚昭人（青宿むつみ会）
後列左から：松本太洋（東睦）、高野恵美子（阿見神輿連合）、
三木美津江（よさこいソーラン雅）、高橋信幸（秋山舞の会）、
酒井勇輔（錦織姫）、藤間明美（獅子神輿会）
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がっこうさいへん

『阿見町立学校再編計画』
を策定しました
教育委員会学校教育課☎888ー1111（321）

学校再編の基本方針

望ましい学校規模 適正配置の基本的な考え方

小学校
1 学年 2学級以上
（おおむね 1学年 2～ 4学級）
※学校全体では 12～ 24学級

▼本郷地区に新設する小学校を含めて、町全域の配置を検討
する
▼望ましい学校規模に満たない学校は、遠距離通学の配慮を
して、隣接校との統合を検討する

中学校
1 学年 3学級以上
（おおむね 1学年 3～ 6学級）
※学校全体では 9～ 18学級

▼望ましい学校規模であるため、現状のままとする

わが国では少子高齢化の進展に伴い人口が減少し、経済分野における活力の低下や社会保障の負担増と合わ
せて、子どもや子育て環境への影響が懸念されています。町においても、全体の児童・生徒数は減少傾向にあ
りますが、人口増加地区では児童・生徒数が急増しています。こうした学校規模の変化は、児童・生徒の教育条
件、教育環境、学校運営等にさまざまな影響をおよぼしています。
こうした状況を踏まえ、町では、地域・保護者・学校関係者の代表や有識者等で構成する「阿見町立学校再編
検討委員会」を組織し、町の実情に即した町立学校の適正な学校規模や適正配置など、学校再編に関する「阿
見町立学校再編計画」を策定しました。

町立学校再編に関する住民意向

計画の策定にあたり、就学前児童と小学生の保護者、小学 6年生および中学 1年生を対象としたアンケー
ト調査の実施とともに、地域や保護者を対象に意見交換会や説明会を開催し、さらにパブリックコメントを実
施しました。その結果、次のような意見が寄せられました。

1 学年あたりの学級数
▼現状以上の学級数を希望する保護者や児童は、クラス替えへのニーズが高い
▼ 1学年 2学級以上を希望する保護者が多い

1 学級あたりの児童数
▼ 1学級 20人前後の学校では、児童数が少ないと感じている児童の割合が高い
▼ 1学級 20～ 30人を希望する保護者が多い

学校再編

▼学校再編が必要と考える保護者が多いが、現状のままを希望する意見は全体で 3割
強、小規模校では 4割程度みられる
▼小規模校でも子どもへの教育を考え、学校再編を行ってほしいという意見もある
▼本郷小学校区では、児童数の増加による教育環境への影響を指摘する声が多く、小
学校新設への高いニーズがある
▼学校再編により現状より規模が大きくなる学校では、環境が変化することに不安を
感じている保護者が多い
▼将来、本郷地区新小学校に通学することを想定して宅地を購入している世帯もあり、
通学区域の設定にあたっては、地域との合意形成を図ってほしい

通学区域や通学時間
▼通学時間が 30分を超えると、通学時間が長いと感じる児童・生徒が 4割以上となる
▼遠距離通学への配慮として、スクールバス等の運行は不可欠と考える保護者が多い



7　人と自然が織りなす，輝くまち

がっこうさいへん

本計画に基づく学校再編の推進にあたっては、通学路の安全確保や遠距離通学に対する通学支援をはじめ、

再編後の学校生活における不安への対応、統合に向けた事前交流、統合校による施設整備、放課後児童クラブ

の実施などに配慮しながら、次代を担う子どもたちの「生きる力」を育てる教育環境の整備を目指します。

学校再編の実施方針

■児童数の将来推計、通学等を考慮した具体的な適正配置
▼進学する中学校を基本に小規模校を隣接校に統合します

▼ 1学年１学級となる学年が発生する実穀小・吉原小・君原小および阿見第二小を隣接校に統合し、本郷小

の一部を新設校に分離し 5校に再編します

▼小中一貫教育については、「阿見町教育推進委員会」を充実させ、今後、他の市町村の実施状況等を参考に

して、町の児童・生徒の実態に合った教育について継続して調査・研究を行います

■児童数の将来推計から想定する再編実施時期
1 学年１学級となる学年が発生する実穀小・吉原小・君原小および阿見第二小は、子どもたちにとってより良

い教育環境の充実を目指して、それぞれの小学校区において検討委員会（仮称）を組織し、保護者・地域住民・

教育委員会等と統合に向けた協議を行います。合意形成が図られ次第、統合準備委員会（仮称）を組織し、統

合校間の交流を実施して再編します。

■本郷地区新小学校の通学区域
通学距離・時間や地理的な条件、通学時の交通安全確保や境界がわかりやすい幹線となる道路を考慮すると

ともに、本郷小地区の 9行政区の意向を聴取した結果、都市計画道路「荒川沖・寺子線」で区分することを基

本とし、地域との合意形成を図るように進めていきます。

学校名 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度以降

実穀小学校
吉原小学校
君原小学校
阿見第二小学校

説明会
検討委員会（仮称）

統合準備委員会
（仮称）

統合校間の交流
再編
（統合）

現在の小学校区 再編後の位置 中学校区

阿見小学校

阿見小学校 阿見中学校吉原小学校※

阿見第二小学校※

実穀小学校※ 本郷小学校
朝日中学校本郷小学校

新設する小学校

君原小学校※
舟島小学校

竹来中学校舟島小学校

阿見第一小学校 阿見第一小学校

※は再編により統合となる小学校
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じぶんでまもる じぶんのけんこう

腹部超音波検診	
　　（集団検診）　　
申し込みが始まります

■検診日程
期　日 場　所 受付時間（各日）

8月 18日（火）

総合保健福祉会館
『さわやかセンター』

❶午前　7時～　7時 30分
❷午前　8時～　8時 30分
❸午前　9時～　9時 30分
❹午前 10時～ 10時 30分

8 月 19日（水）
10月 5日（月）
10月 6日（火）
10月 9日（金）

■腹部超音波検診申込用紙

1. 住所
阿見町

2. 氏名

3. 生年月日
（年齢）

※平成 28年 3月 31日時点の年齢

大正・昭和
　　　　　年　　　　月　　　　日（　　　歳）

4. 電話番号
※ご連絡の取れる番号をご記入ください

　　　　　　（　　　　　）

5. 希望日
第 1希望：　　月　　　日　・　いつでも可

第 2希望：　　月　　　日　・　いつでも可

6. 希望時間 午前　　　時～　　　時 30分　・　いつでも可

※対象年齢は平成 28年 3月 31日までの到達年齢
検診名 対象年齢 検査内容 自己負担額

腹部超音波検診 40 歳以上
肝臓・胆のう・すい臓・じん臓・ひ臓の超音波検査
※がんをはじめ、臓器の肥大や委縮の有無などを検査します

1,000 円

下記の日程で腹部超音波検診を実施します。がんの早期発見・早期治療につなげるために、定
期的に検診を受けましょう。検診を受けるには、事前の申し込みが必要です。
なお、今年度人間ドックや医療機関健診で受診される場合は、お申し込みできませんのでご注
意ください。

■申込期間
　6月 24日（水）まで（必着）
※お申し込みされた人には 7 月下旬ごろに、
ご案内をお送りします

■申込方法
下記のいずれかの方法でお申し込みください。
❶右記申込用紙の 1～ 6をご記入のうえ、はが
きまたは封書で下記に申し込む
❷総合保健福祉会館『さわやかセンター』に来館
し、所定の用紙に記入し、申し込む
※ファクスや電話による申し込みはできません
※希望された日時が定員を超えた場合、ご希望
にそえないこともありますのでご了承くださ
い（先着順ではありません）。なお、初日に希
望が集中する傾向があります

▼申込先	 〒 300ー0331 阿 見 町 阿 見 4671ー1
健康づくり課（総合保健福祉会館『さわやかセン
ター』内）

健康づくり課健康推進係☎888ー2940

■注意事項
●検査が終了するまでは、ご飲食ができませんのでご注意ください
●次に該当する人は、かかりつけの医療機関などでの検査をお勧めします
▼現在、肝臓・胆のう・すい臓・じん臓・ひ臓の病気を治療中または経過観察中の人
▼自覚症状がある人
▼毎回、結果が要精密検査となる人
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定期予防接種（接種費用一部助成）

▼対象者
❶町内在住で、4月 1日～平成 28 年 3月 31 日に 65 歳・70 歳・75 歳・80 歳・85 歳・90 歳・95 歳・100 歳
となる人のうち、初めて高齢者肺炎球菌ワクチンを接種する人
※上記対象者には、健康づくり課から個別通知を行っています。誕生日の前でも接種は受けられます

❷60 ～ 65歳未満の人で、心臓・腎臓・呼吸器疾患・ヒト免疫不全ウイルスによる疾患により身体障害者手帳
1級を取得している人のうち、初めて高齢者肺炎球菌ワクチンを接種する人
※❷の対象者にはあらかじめ予診票を送付しておりませんので、接種をご希望の人は必ず事前に健康づ
くり課までご連絡ください。予診票およびご案内 (町内の協力医療機関一覧等）を送付します

▼助成期間
4 月 1日～平成 28年 3月 31日
▼助成金額
▼町から郵送された予診票を使用することにより 3,000 円の助成が受けられます。差額は協力医療機関へ
お支払いください

▼生活保護受給者は、事前に健康づくり課までご連絡ください。自己負担免除券を送付いたします
▼助成回数
一人につき生涯 1回のみ

▼接種場所
▼県内の予防接種協力医療機関については、茨城県医師会ホームページをご参照ください
▼❶の対象者には、町内の協力医療機関一覧を同封しています

▼対象者
▼ 65 歳以上で、上記の「定期予防接種」対象者に該当しない人のうち、今年度に接種を予定している人
▼上記の「定期予防接種」対象者で、前回の接種から 5年以上経過し、今年度に再度接種を予定している人
▼助成期間
4 月 1日～平成 28年 3月 31日
▼助成金額
接種費用のうち 3,000 円の助成(定期接種と同額)
▼助成回数
一人につき生涯 1回のみ
▼申請方法
▼かかりつけの医療機関で予防接種を受けます。接種費用は全額を医療機関に支払います。
▼健康づくり課(総合保健福祉会館『さわやかセンター』内　阿見町阿見 4671ー1）に助成の申請をします
▽申請時に持参するもの
❶接種者本人の身分証明書
❷高齢者肺炎球菌ワクチン接種費用の領収書(ワクチン名が明記されているもの )
❸接種者本人の印鑑
❹振込先の金融機関の口座番号等が確認できるもの
❺代理者による申請の場合は❶～❹および委任状と代理者の身分証明書・印鑑

▼後日、申請した口座に助成金（3,000 円）が振り込まれます

任意接種（申請により接種費用一部助成）

健康づくり課保健予防係☎888ー2940

じぶんでまもる じぶんのけんこう

高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種助成高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種助成
肺炎球菌ワクチンは、高齢者の肺炎の病原体の中で最も頻度の高い「肺炎球菌」による肺炎を予防するワク
チンで、接種時期はいつでも可能です。肺炎球菌予防接種は平成 26 年度から国の法律に基づき定期予防接種
が行われています。また、町では法律による対象者以外の人に対して、予防接種費用の一部助成を行っていま
す。
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臨時福祉給付金
が支給されます

社会福祉課☎888ー1111（161）

給
付
金
の
支
給
判
定
や
、
非
課

税
証
明
書
の
発
行
、
国
民
健
康

保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
・
介
護
保
険
料
の
算
定
な

ど
の
際
に
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
必
ず
申
告
を
お
願
い
し
ま
す

■
給
付
額

支
給
対
象
者
一
人
に
つ
き

6
０
０
０
円
で
す

■
申
請
手
続
き

申
請
先
は
、
平
成
27
年
1
月
１

日
に
お
い
て
住
民
登
録
が
さ
れ

て
い
る
市
区
町
村
が
申
請
先
と

な
り
ま
す
。

※
1
月
2
日
以
降
に
転
出
・
転
入
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
1
月
1
日
に

住
所
登
録
さ
れ
て
い
る
市
区
町
村

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
申
請
時
期

開
始
時
期
は
市
区
町
村
に
よ
り

異
な
り
ま
す
。
町
で
は
6
月
下

旬
に
申
請
書
を
郵
送
し
、
受
付

を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

●
申
請
か
ら
支
給
ま
で
の
流
れ

❶
6
月
下
旬
に
支
給
対
象
者
（
町

外
も
含
む
）
へ
申
請
書
を
送
付

し
ま
す

❷
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

い
た
だ
き
、
同
封
の
返
信
用
封

筒
に
封
入
し
て
ポ
ス
ト
に
投
函

消
費
税
率
の
引
上
げ
に
際
し
、

そ
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
暫
定
的
・
臨
時
的
な
措
置
と

し
て
『
臨
時
福
祉
給
付
金
』
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

■
支
給
対
象
者

基
準
日
（
平
成
27
年
1
月
1
日
）

に
、
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記

録
さ
れ
て
お
り
、
平
成
27
年
度

の
市
町
村
民
税
が
課
税
さ
れ
て

い
な
い
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
ご
自
身
を
扶
養
し
て
い
る
人
が

課
税
さ
れ
て
い
る
場
合
や
、
生

活
保
護
制
度
の
被
保
護
者
や
中

国
残
留
邦
人
等
に
対
す
る
支
援

給
付
の
受
給
者
と
な
っ
て
い
る

場
合
等
は
対
象
外
に
な
り
ま
す

●
未
申
告
者
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
：
▼
給
与
・
公
的
年
金
以
外
の

所
得
の
あ
る
人（
確
定
申
告
し

た
人
を
除
く
）、
収
入
の
な
か

っ
た
人
、
遺
族
年
金・障
害
年
金・

失
業
保
険
な
ど
の
非
課
税
所
得

の
み
で
同
居
す
る
親
族
の
扶
養

に
な
っ
て
い
な
い
人
は
住
民
税

の
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

申
告
を
さ
れ
な
い
と
、
臨
時
福

祉
給
付
金
の
支
給
判
定
基
礎
資

料
が
無
い
た
め
支
給
さ
れ
な
い

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
所

得
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す

▼
申
告
内
容
を
基
に
臨
時
福
祉

し
て
く
だ
さ
い

※
受
付
期
間
は
、
7
月
15
日
か
ら

平
成
28
年
1
月
15
日
ま
で
を
予

定
し
て
い
ま
す
（
7
月
15
日
か

ら
3
か
月
間
を
基
本
と
し
、
必

要
に
応
じ
て
平
成
28
年
1
月
15

日
ま
で
延
長
予
定
）

❸
町
で
支
給
審
査
を
行
い
、
支

給
対
象
者
へ
支
給
決
定
通
知
を

送
付
し
ま
す

❹
決
定
通
知
送
付
月
の
末
に
ご

指
定
口
座
に
給
付
金
が
振
り
込

ま
れ
る
予
定
で
す

※
第
1
回
目
の
決
定
通
知
の
送
付

は
、
10
月
を
予
定
し
て
い
ま
す

■
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を

理
由
に
避
難
し
て
い
る
人

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に

避
難
し
て
い
る
が
、
事
情
に
よ

り
基
準
日
（
平
成
26
年
1
月
1

日
）
時
点
で
住
民
票
を
移
す
こ

と
が
で
き
な
い
人
で
、
一
定
の

要
件
を
満
た
す
人
は
、
事
前
申

出
期
間
中
に
今
実
際
に
お
住
ま

い
の
市
区
町
村
に
申
し
出
て
い

た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
次
の
措

置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

※
手
続
き
の
完
了
後
は
、
配
偶
者

等
か
ら
、
申
出
を
行
っ
た
人
の

臨
時
福
祉
給
付
金
の
代
理
申
請

は
で
き
な
く
な
り
ま
す

※
住
民
登
録
を
行
っ
て
い
る
市
区

町
村
で
は
な
く
、
今
実
際
に
お

住
ま
い
の
市
区
町
村
に
臨
時
福

祉
給
付
金
の
支
給
の
申
請
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す

厚生労働省の相談窓口（『臨時福祉給付金』ダイヤル）
臨時福祉給付金に関する一般的なお問い合わせは、厚生労働省設置の下記
専用ダイヤルをご利用ください。
☎ 0570－037－192（午前 9時～午後 6時　※土・日・祝日は除く）

※
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

に
つ
い
て
は
手
続
き
が
異
な

り
ま
す
の
で
『
6
月
号
お
知
ら

せ
版
』
を
ご
覧
く
だ
さ
い

『臨時福祉給付金』を装った

『詐欺』にご注意ください！
町や県や国などが、町民の皆さまの世帯構成や銀行口座の番号などの個人情報

を照会することは、絶対にありません。

『詐欺』にご注意ください！



11　人と自然が織りなす，輝くまち

町村合併 60周年記念特別寄稿

町
村
合
併
60
周
年
を
迎
え
て

町
村
合
併
60
周
年
記
念
特
別
寄
稿

下
吉
原
　
　
篠
﨑
　
榮

集
落
へ
も
都
市
化
の
波
が
押
し
寄
せ

て
き
た
。
人
家
や
農
地
が
少
な
く
山

林
が
主
だ
っ
た
た
め
開
発
適
地
と
し

て
計
画
さ
れ
た
と
の
こ
と
。
バ
ブ
ル

崩
壊
と
と
も
に
土
地
神
話
が
崩
れ
た

こ
と
か
ら
事
業
は
順
調
に
推
移
し
て

い
っ
た
が
、
見
慣
れ
た
山
林
や
田
畑

が
次
々
に
伐
採
造
成
さ
れ
た
。
か
わ

っ
て
圏
央
道
の
橋
脚
や
大
規
模
な
住

宅
地
に
整
備
さ
れ
て
い
く
様
子
は
、

私
ば
か
り
で
は
な
く
多
く
の
人
た
ち

も
複
雑
な
思
い
を
抱
き
な
が
ら
開
発

を
見
守
っ
て
い
た
こ
と
と
思
う
。

圏
央
道
が
い
よ
い
よ
こ
の
6
月

に
成
田
ま
で
繋
が
る
と
、
さ
ら
に
様

相
も
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
だ
ろ
う
。

物
流
施
設
が
建
ち
並
び
店
舗
が
増

え
、
建
売
住
宅
が
建
っ
て
住
民
が
住

む
よ
う
に
な
れ
ば
、
本
当
の
ま
ち
の

誕
生
で
あ
る
。
そ
れ
を
こ
の
眼
で
見

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
何
よ
り
で

あ
る
。

●
こ
れ
か
ら
の
農
業

私
は
農
業
に
従
事
す
る
傍
ら
、

一
時
期
農
協
や
農
業
委
員
会
に
関
わ

っ
た
こ
と
か
ら
農
業
全
般
に
携
わ
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
60
年
間
の
農

業
の
遷
り
変
り
も
身
を
持
っ
て
体
験

し
て
き
た
。
前
述
の
と
お
り
昭
和
の

時
代
は
阿
見
町
の
作
物
は
京
浜
市
場

で
引
っ
張
り
だ
こ
で
あ
り
、
農
協
指

導
の
も
と
契
約
栽
培
等
も
盛
ん
に
行

わ
れ
、
経
営
的
に
も
安
定
し
た
時
代

だ
っ
た
。

し
か
し
、
今
は
資
材
・
人
件
費
の

高
騰
や
、
作
物
価
格
の
低
迷
等
々
と

農
業
に
は
あ
ま
り
に
も
厳
し
い
時
代

と
な
っ
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
今
後
10

年
程
で
農
家
数
は
激
減
す
る
と
思
わ

れ
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
農
協
改
革
等
の
農

業
問
題
は
国
策
で
あ
る
が
、
何
と
か

地
域
や
町
単
位
で
農
業
を
活
性
化
で

き
る
手
立
て
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
圏

央
道
開
通
に
よ
る
都
市
交
流
や
道
の

駅
開
設
に
よ
り
期
待
は
あ
る
も
の

の
、
老
婆
心
な
が
ら
心
配
し
て
い
る

今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

●
調
和
と
発
展
に
期
待

こ
の
自
然
と
農
業
、
そ
し
て
都

市
開
発
の
調
和
が
図
ら
れ
、
ま
ち
が

活
性
化
し
て
、
今
後
10
年
先
、

1
0
0
年
先
も
阿
見
町
が
発
展
し
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
蛙
の
合
唱
を
聞
き
な
が

ら
田
植
え
の
準
備
が
始
ま
っ
た
。
土

地
改
良
で
の
区
割
り
や
機
械
化
で
の

作
業
以
外
は
、
60
数
年
前
の
農
業
を

始
め
た
こ
ろ
か
ら
何
ら
変
わ
ら
な
い

下
吉
原
で
の
作
業
風
景
で
あ
る
。
変

わ
っ
た
の
は
周
辺
の
景
観
だ
。
東
に

は
プ
レ
ミ
ア
ム
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
、
頭

上
に
は
圏
央
道
の
高
架
橋
、
南
に
は

福
田
工
業
団
地
と
牛
久
大
仏
。
だ
れ

が
こ
れ
だ
け
の
変
貌
を
予
測
で
き
た

だ
ろ
う
か
。

町
村
合
併
60
周
年
の
機
会
に
、

私
が
暮
ら
す
変
貌
著
し
い
下
吉
原
地

区
を
中
心
に
振
り
返
っ
て
み
る
。

●
農
地
基
盤
整
備
か
ら
工
業
団
地
造
成

合
併
当
時
の
昭
和
30
年
代
か
ら

40
年
代
は
正
に
農
業
の
時
代
で
あ
っ

た
。
首
都
圏
に
近
く
多
く
の
作
物
の

北
限
南
限
に
位
置
す
る
こ
と
で
数
多

く
の
農
作
物
が
栽
培
さ
れ
た
。
特
に

大
玉
ス
イ
カ
や
ハ
ク
サ
イ
、
レ
ン
コ

ン
は
数
多
く
の
農
家
が
栽
培
を
は
じ

め
、
産
地
と
し
て
京
浜
市
場
に
出
荷

さ
れ
た
。
当
時
は
国
道
６
号
で
さ
え

未
舗
装
の
と
こ
ろ
も
あ
る
な
か
、
オ

ー
ト
3
輪
を
運
転
し
片
道
４
〜
５
時

間
を
か
け
て
京
浜
市
場
に
出
荷
し
た

こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

農
業
生
産
効
率
を
上
げ
る
た
め

の
農
地
基
盤
整
備
事
業
も
町
内
で
数

多
く
実
施
さ
れ
た
。
下
吉
原
地
区
で

も
畑
地
の
交
換
分
合
事
業
は
昭
和
36

年
か
ら
、
吉
原
土
地
改
良
事
業
は
昭

和
49
年
か
ら
、
整
備
が
進
み
、
生
産

性
は
機
械
化
と
と
も
に
格
段
に
向
上

し
て
い
っ
た
。

昭
和
50
年
代
か
ら
60
年
代
は
都

市
化
へ
と
歩
み
始
め
た
時
代
で
あ

る
。
日
本
列
島
改
造
ブ
ー
ム
に
の
っ

た
住
宅
団
地
造
成
の
波
が
荒
川
沖
や

実
穀
・
上
長
・
阿
見
へ
と
押
し
寄
せ
、

次
々
と
住
宅
が
建
設
さ
れ
る
一
方

で
、
吉
原
地
区
と
君
原
地
区
に
は
工

業
団
地
が
造
成
さ
れ
た
。
町
内
で
の

職
住
一
体
開
発
を
と
い
う
こ
と
で
、

常
磐
線
の
駅
か
ら
遠
い
地
区
に
は
職

場
と
な
る
工
業
団
地
が
計
画
さ
れ
た

の
だ
ろ
う
。
福
田
工
業
団
地
に
は
キ

ヤ
ノ
ン
や
津
村
順
天
堂
（
現
・
株
式

会
社
ツ
ム
ラ
）
と
い
っ
た
名
だ
た
る

企
業
が
立
地
し
、
町
内
若
者
の
雇
用

に
大
き
く
貢
献
し
た
。

●
圏
央
道
か
ら
イ
ン
タ
ー
開
発

平
成
に
入
る
と
、
バ
ブ
ル
景
気

と
と
も
に
首
都
圏
拡
張
か
ら
の
圏
央

道
計
画
や
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
発

計
画
が
持
ち
上
が
り
、
静
か
な
農
村

篠
㟢
榮
さ
ん

阿
見
農
業
協
同
組
合
副
組
合
長

や
町
農
業
委
員
会
会
長
を
歴
任

し
、
最
近
ま
で
自
ら
6
次
産
業
化

に
取
り
組
む
な
ど
町
農
業
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
阿
見
吉
原
土
地
区
画
整

理
審
議
会
委
員
も
務
め
ら
れ
イ
ン
タ

ー
開
発
に
も
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
昭
和
時
代
の
町
の
写
真
を

募
集
し
て
い
ま
す

町
の
移
り
変
わ
り
が
わ
か
る
写
真

と
し
て
昭
和
時
代
の
写
真
を
町
民
の

皆
さ
ま
か
ら
募
集
し
ま
す
（
合
併
60

周
年
記
念
式
典
な
ど
に
使
用
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
）。

▼
応
募
期
間	

9
月
30
日
（
水
）ま
で

▼
応
募
条
件	

▼
い
つ
頃
に
撮
影
さ

れ
た
か
が
わ
か
る
▼
撮
影
場
所
が

特
定
で
き
る

▼
応
募
方
法	

写
真
を
直
接
左
記
に

持
参
す
る

▼
そ
の
他	

▼
写
真
は
デ
ー
タ
化
し

た
後
、
原
則
そ
の
場
で
ご
返
却
し

ま
す
▼
写
真
を
部
分
的
に
使
用
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
▼
写
真
デ
ー

タ
に
関
す
る
著
作
権
や
そ
の
他
一

切
の
権
利
は
、
町
に
移
転
す
る
こ

と
に
同
意
し
て
い
た
だ
き
ま
す

▼
問
合
せ	

秘
書
課
☎
8
8
8
ー

1
1
1
1
（
2
8
1
）

▲昭和 40年代の霞ヶ浦掛馬水泳場
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いりょうふくし

国保年金課後期高齢医療福祉係☎888ー1111（134・135）

医療
福祉

妊産婦の

医療福祉費（マル福）制度

■
手
続
き
方
法

▼
母
子
健
康
手
帳
▼
健
康
保
険

証
（
健
康
保
険
の
資
格
の
わ
か

る
証
明
書
で
も
可
）▼
印
鑑
▼

妊
産
婦
本
人
名
義
の
金
融
機
関

の
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の

（
預
金
通
帳
な
ど
）▼
転
入
し
た

人
は
、
本
人
お
よ
び
配
偶
者
等

そ
れ
ぞ
れ
の
住
民
税
課
税
証
明

書
等
（
※
）
ー
を
持
参
し
、
国

保
年
金
課
窓
口
へ
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
該
当
と
な
る
場
合
に

は
受
給
者
証
を
交
付
し
ま
す

※
住
民
税
課
税
証
明
書
等
は
『
総

所
得
・
扶
養
人
数
・
所
得
控
除
』

の
記
載
さ
れ
た
も
の
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
母
子
健
康

手
帳
の
交
付
日
に
よ
っ
て
必
要

な
年
度
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

担
当
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

■
医
療
機
関
等
へ
の
か
か

り
方

▼
県
内
の
産
婦
人
科
の
医
療
機
関

等
を
受
診
す
る
場
合
：
健
康
保

険
証
と
受
給
者
証
を
提
示
し
、

マ
ル
福
の
自
己
負
担
金
を
支
払

っ
て
く
だ
さ
い

妊
娠
の
継
続
と
安
全
な
出
産
の

た
め
、
産
婦
人
科
以
外
の
診
療

科
等
で
の
検
査
・
診
断
・
治
療
を

要
す
る
場
合
は
、
産
婦
人
科
医

妊
産
婦
マ
ル
福
制
度
と
は
、

町
に
住
所
が
あ
り
、
各
種

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
妊
産

婦
の
人
で
、
所
得
が
基
準
額
未
満

（
左
表
参
照
）
の
人
に
対
し
、
保

険
診
療
と
な
る
医
療
費
（
※
）
を

助
成
す
る
制
度
で
す
。
な
お
、
妊

婦
健
診
な
ど
の
保
険
診
療
以
外
の

も
の
や
入
院
時
の
食
事
代
（
標
準

負
担
額
）
は
、
マ
ル
福
の
助
成
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
柔
道
整
復
師
等
に
よ
る
各
種
健

康
保
険
の
適
用
と
な
る
施
術
も

含
み
ま
す

療
機
関
か
ら
の
紹
介
が
あ
れ
ば

受
給
者
証
を
使
用
で
き
ま
す

●
マ
ル
福
の
自
己
負
担
金
：
医
療
機

関
ご
と
に
▼
外
来
1
日
6
0
0

円
、
月
2
日
1
2
0
0
円
ま
で

▼
入
院
1
日
3
0
0
円
、
月

3
0
0
0
円
ま
で
▼
保
険
薬
局

で
の
調
剤
は
自
己
負
担
な
し

▼
県
内
の
産
婦
人
科
以
外
の
医
療

機
関
等
お
よ
び
県
外
の
医
療
機

関
等
を
受
診
す
る
場
合
：
受
給

者
証
は
、
県
内
の
産
婦
人
科
以

外
の
医
療
機
関
等
お
よ
び
県
外

の
医
療
機
関
等
を
受
診
す
る
場

合
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
一
部
負
担
金
（
3
割
）

を
支
払
っ
た
後
、
▼
受
給
者
証

▼
健
康
保
険
証
（
健
康
保
険
の

資
格
の
わ
か
る
証
明
書
で
も

可
）▼
領
収
書
（
原
本
に
受
診
者

の
氏
名
・
診
療
点
数
の
記
載
の

あ
る
も
の
。
コ
ピ
ー
不
可
）▼

診
療
明
細
書
ま
た
は
調
剤
明
細

書
▼
印
鑑
▼
必
要
に
応
じ
て
健

康
保
険
組
合
等
か
ら
の
療
養
費

給
付
証
明
書
ま
た
は
療
養
費
支

給
決
定
通
知
書
等
ー
を
持
参

し
、
国
保
年
金
課
窓
口
で
医
療

福
祉
費
の
支
給
の
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。
後
日
、
お
支
払
い

い
た
だ
い
た
一
部
負
担
金
か
ら

マ
ル
福
の
自
己
負
担
金
を
除
い

た
額
を
口
座
に
振
り
込
み
ま
す

■
利
用
で
き
る
期
間

母
子
健
康
手
帳
の
交
付
月
の
初
日

か
ら
出
産
月
の
翌
月
末
日
ま
で

▼
申
請
手
続
き
が
遅
れ
た
場
合
は

申
請
し
た
月
の
初
日
か
ら
マ
ル

福
に
該
当
と
な
り
ま
す
：
そ
の

た
め
、
母
子
健
康
手
帳
を
交
付

さ
れ
た
と
き
は
、
お
早
め
に
マ

ル
福
の
申
請
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い

▼妊産婦マル福の所得の基準額
扶養親族数 本人および配偶者 扶養義務者
0人 393 万円

1,000 万円
1人 423 万円
2人 453 万円

3人以上 以下、扶養親族 1人
ごとに 30万円加算

所得から控除
されるもの

8 万円定額控除（社会
保険料相当額）・医療費
控除など

青色白色専従者控除・
譲渡所得特別控除

※妊産婦本人および配偶者のどちらかの高い方の所得で判定し
ます（合算はしません）

医療福祉費受給者証の更新について
重度障害の人、ひとり親家庭の人の医療福祉費受給者証を現在使用し
ている人は、6月 30 日までで使用できなくなります。7月以降も引き
続き該当となる人には、新しい受給者証を 6月下旬に郵送します。
ただし、転入等で所得の確認ができない人や保険証の確認ができない
人は、国保年金課窓口で手続きが必要となります。なお、所得制限によ
り非該当となる人にはその旨通知を郵送します。
●問合せ　国保年金課後期高齢医療福祉係☎888ー1111（134・135）



13　人と自然が織りなす，輝くまち

世
帯
主
（
納
税
義
務
者
）
が
、

役
場
国
保
年
金
課
窓
口
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の
：
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証
、
印
鑑

31
・
事
業
主
か
ら
の
働
き
か
け
に

よ
る
正
当
な
理
由
の
あ
る
自

己
都
合
退
職

32
・
事
業
所
移
転
に
伴
う
正
当
な

理
由
の
あ
る
自
己
都
合
退
職

33
・
正
当
な
理
由
の
あ
る
自
己
都

合
退
職
（
31
・
32
・
34
以
外
）

34
・
特
定
の
正
当
な
理
由
の
あ
る

自
己
都
合
退
職
（
被
保
険
者

期
間
6
か
月
以
上
12
か
月
未

満
）

※
左
記
の
受
給
資
格
者
証
で
は
軽

減
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い

①
特
例
受
給
資
格
者
証　

季
節
的

に
雇
用
さ
れ
る
ま
た
は
短
期
の

雇
用
に
就
く
こ
と
を
常
態
と
す

る
短
期
雇
用
特
例
被
保
険
者
の

人
へ
交
付
さ
れ
ま
す

②
高
年
齢
受
給
資
格
者
証　

65
歳

到
達
日
以
後
に
離
職
さ
れ
た
人

へ
交
付
さ
れ
ま
す

『
離
職
日
の
翌
日
の
属
す
る
月
』

か
ら
『
そ
の
月
の
属
す
る
年
度
の

翌
年
度
末
』
ま
で
の
期
間
で
す
。

※
雇
用
保
険
の
失
業
等
給
付
を
受

け
る
期
間
と
は
異
な
り
ま
す

雇
用
保
険
の
『
特
定
受
給
資
格

者
』
ま
た
は
『
特
定
理
由
離
職
者
』

に
該
当
す
る
左
記
の
理
由
で
離
職

し
町
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ

れ
る
（
さ
れ
た
）
人
、
ま
た
は
離

職
時
点
で
す
で
に
町
の
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
。

●
雇
用
保
険
の『
特
定
受
給
資
格

者
』お
よ
び『
特
定
理
由
離
職
者
』

左
記
の
離
職
理
由
番
号
が
、『
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
』（
第
一

面
）
の
『
離
職
理
由
』
欄
に
記
載

さ
れ
て
い
る
場
合
、
軽
減
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

11
・
解
雇
（
12
・
50
以
外
）　

※
50

は
『
被
保
険
者
の
責
め
に
帰

す
べ
き
重
大
な
理
由
に
よ
る

解
雇
』

12
・
天
災
等
の
理
由
に
よ
り
事
業

の
継
続
が
不
可
能
に
な
っ
た

こ
と
に
よ
る
解
雇

21
・
特
定
雇
止
め
に
よ
る
離
職（
雇

用
期
間
3
年
以
上
雇
止
め
通

知
あ
り
）

22
・
特
定
雇
止
め
に
よ
る
離
職（
雇

用
期
間
3
年
未
満
更
新
明
示

あ
り
）

23
・
特
定
理
由
の
契
約
期
間
満
了

に
よ
る
離
職
（
雇
用
期
間
3

年
未
満
更
新
明
示
な
し
）

国
民
健
康
保
険
税
は
前
年
の
所

得
な
ど
に
よ
り
算
定
さ
れ
ま
す

が
、
軽
減
対
象
者
の
前
年
の
給
与

所
得
を
『
30
／
1
0
0
』
と
み
な

し
て
算
定
を
行
い
ま
す
。

対
象

軽
減
期
間

申
請
方
法

軽
減
額

事業主の都合による離職や
雇い止めなどによる離職をされた人は

国保税が軽減されます
※申請が必要です

低所得世帯に係る国保税（均等割・平等割）の軽減
国民健康保険税は、加入者の前年中の所得等から計算されますが、世帯主（納税義務
者）を含む加入者全員の世帯総所得金額（※1）が一定の基準以下の場合は、保険税を軽
減する制度があります。
この軽減制度の適用を受けるには、世帯全員の申告が必要です。
条件を満たす世帯は、自動的に軽減された額で課税計算されますので、軽減の申請は
必要ありません。
▼所得金額に基づく軽減割合

※ 1　擬制世帯主（※2）を含む世帯主、被保険者及び特定同一世帯所属者（※３）の
　所得の合計金額
※ 2　国保の被保険者の属する世帯で、その世帯主が国保に加入していない場合でも、
国保税の納税義務者は世帯主となります。このような世帯を擬制世帯といい、世帯
主を擬制世帯主といいます
※ 3　国保から後期高齢者医療制度へ移行された人で、後期高齢者医療の被保険者と
なった後も継続して同一の世帯に属する人をいう。ただし、世帯主に変更があった
場合は、特定同一世帯所属者ではなくなります

軽減割合 基準となる所得金額が次の場合
7割 33万円を超えない世帯

5割 『33万円+（26万円×被保険者および特定同一世帯所属者数）』
を超えない世帯

2割 『33万円+（47万円×被保険者および特定同一世帯所属者数）』
を超えない世帯

みんなでささえ愛…こくほ

国保年金課国保係☎888ー1111（131～133）

国保
国保税

納めて安心
わが家の健康
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と
な
ら
な
い
の
も
の
は
除
く

■
申
請
お
よ
び
支
給

該
当
者
の
う
ち
申
請
が
必
要
な

人
（
初
め
て
支
給
の
人
）
は
広
域

連
合
か
ら
高
額
療
養
費
支
給
申
請

書
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

こ
の
申
請
書
・
印
鑑
・
金
融
機
関

の
口
座
番
号
が
わ
か
る
書
類
お
よ

び
支
給
対
象
と
な
る
人
の
保
険
証

を
持
参
し
て
所
定
の
期
間
内
に
国

保
年
金
課
窓
口
ま
た
は
う
ず
ら
出

張
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

（
2
回
目
の
支
給
か
ら
こ
の
申
請

は
不
要
。
た
だ
し
、
申
請
後
指
定

口
座
等
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
に

は
再
度
申
請
が
必
要
）。

●
高
額
な
治
療
が
長
期
間
必
要
な

と
き
に
は

厚
生
労
働
大
臣
が
認
め
る
特
定

疾
病
（
先
天
性
血
液
凝
固
因
子
障

害
の
一
部
・
人
工
透
析
の
必
要
な

慢
性
じ
ん
不
全
・
血
液
凝
固
因
子

製
剤
の
投
与
に
起
因
す
る
H
I
V

感
染
症
）
に
該
当
す
る
場
合
は
1

か
月
の
自
己
負
担
限
度
額
が
1
万

円
ま
で
と
な
り
、
こ
れ
を
超
え
た

分
の
金
額
は
広
域
連
合
が
負
担
し

ま
す
。
こ
の
取
り
扱
い
を
受
け
る

に
は
『
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
』

（
申
請
に
よ
り
交
付
）
の
提
示
が

必
要
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
医
療

を
受
け
て
高
額
に
な
っ
た
場
合
に

は
、
医
療
機
関
に
支
払
っ
た
医
療

費
の
一
部
が
申
請
に
よ
り
、
後
ほ

ど
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

（
以
下
、
広
域
連
合
）
か
ら
支
給

さ
れ
ま
す
。

■
1
か
月
（
同
月
内
）
の
医

療
費
の
自
己
負
担
額
が

限
度
額
を
超
え
た
と
き

限
度
額
を
超
え
た
金
額
が
高
額

療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

低
所
得
者
Ⅱ
・
Ⅰ
に
該
当
す
る
人

は
、
入
院
の
際
に
『
限
度
額
適
用・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
』
の
提

示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
自
己
負
担
額
の
計
算
方
法

▼
月
の
1
日
か
ら
末
日
ま
で
の
1

か
月
（
暦
月
）
ご
と
の
受
診
で

計
算

▼
外
来
は
個
人
ご
と
に
集
計
。
入

院
を
含
む
自
己
負
担
限
度
額

は
、
世
帯
内
で
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
被
保
険
者
を
合
算
し
て

計
算

▼
病
院
・
薬
局
・
歯
科
の
区
別
な
く

合
算

▼
入
院
時
の
食
事
代
や
差
額
ベ
ッ

ド
料
な
ど
、
保
険
診
療
の
対
象

▼
現
役
並
み
所
得
者
（
3
割
負

担
）：
同
一
世
帯
に
住
民
税
課
税

所
得
が
1
4
5
万
円
以
上
の
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険

者
が
い
る
人
。
た
だ
し
、
被
保

険
者
の
総
収
入
合
計
が
2
人
以

上
で
5
2
0
万
円
（
1
人
の
場

合
3
8
3
万
円
）
未
満
の
場
合

は
、
申
請
に
よ
り
『
一
般
』
の

区
分
と
な
り
１
割
負
担
と
な
り

ま
す
。

※
こ
の
ほ
か
、
被
保
険
者
が
1
人

で
同
一
世
帯
に
70
歳
以
上
75
歳

未
満
の
人
が
い
る
場
合
、
そ
の

人
も
含
め
て
総
収
入
合
計
が

5
2
0
万
円
未
満
の
場
合
に

は
、
申
請
に
よ
り
『
一
般
』
の

区
分
と
同
様
と
な
り
、
1
割
負

担
と
な
り
ま
す

▼
一
般
（
1
割
負
担
）：
現
役
並
み

所
得
者
、
低
所
得
者
Ⅱ
・
Ⅰ
以

外
の
人

▼
低
所
得
者
Ⅱ
（
1
割
負
担
）：
同

一
世
帯
の
全
員
が
住
民
税
非
課

税
の
人
（
低
所
得
者
Ⅰ
以
外
の

人
）

▼
低
所
得
者
Ⅰ
（
1
割
負
担
）：
同

一
世
帯
の
全
員
が
住
民
税
非
課

税
で
、
そ
の
世
帯
の
各
所
得
が

必
要
経
費
・
控
除
（
年
金
の
所

得
は
控
除
額
を
80
万
円
と
し
て

計
算
）
を
差
し
引
い
た
と
き
に

0
円
と
な
る
人

後期高齢者医療制度の

高額療養費
高
額
療
養
費

高
額
療
養
費
の

自
己
負
担
限
度
額

国保年金課後期高齢医療福祉係☎888ー1111（134・135）

こうきこうれいしゃいりょうせいど

所　得
区　分

月額自己負担限度額

外　来
（個人単位）

外来＋入院
（世帯単位）

現役並み
所得者

44,400 円

80,100 円＋
医療費が 267,000 円
を超えた場合は超え
た分の 1％を加算
※4回目以降：44,400円

一　般 12,000 円 44,400 円

低所得者
Ⅱ

8,000 円

24,600 円

低所得者
Ⅰ

15,000 円

※過去 12か月以内に世帯単位の限度額を超
えて支給が 4回以上あった場合に適用



15　人と自然が織りなす，輝くまち

じどうてあて

■児童手当制度の目的
児童手当は、父母その他の保護者が子育てについての第一義的責任を有するという基本的認識のもと、児童
を養育する者に対し、家庭等における生活の安定と次代の社会を担う児童の健やかな成長に資することを目的
として支給されるものです。

■対象
中学校卒業まで（15歳の誕生日後の最初の 3月 31日まで）の児童を養育している人で町内に住民登録がある人

■新たに児童手当の支給を受けるための手続き
出生や転入などで新たな受給資格が発生した場合は、事由の発生した翌日から数えて 15日以内に児童を養
育している人が、住所地の市町村長へ認定請求書の提出などの手続きをしてください。遅れた場合は、さかの
ぼって支給できません。なお、公務員の人は勤務先での手続きとなりますので勤務先へご確認ください。

■支払月
原則として 6月・10月・2月にそれぞれの前月分までの手当を支給します

手続きをお忘れなく！

児童手当制度
6月は現況届の提出時期です

■現況届の提出
児童手当を受給している人は、毎年 6月に児童の養育状況などを確認するため、『児童手当現況届』を提出
していただきます。5月分まで手当を受給していた人には、6月中旬に書類を送付しますので、同封の案内を
確認のうえ、下記へ提出してください。『児童手当現況届』を提出しない場合は、受給資格があっても 6月以
降の支給が受けられなくなりますので、ご注意ください。
▼提出期限：6月 30日（火）まで　※土・日を除く　　▼提出先：役場 1階児童福祉課
▼必要書類：▼児童手当現況届　▼厚生年金等加入者の場合：健康保険被保険者証の写し（町国保加入者は健
康保険被保険者証の写しは必要ありません）　▼平成 27年 1月 2日以降に阿見町へ転入した場合：1月 1
日現在の住所地での平成 27年度所得証明書　▼児童と別居している場合：子どもの属する世帯全員が記
載された住民票の写し（児童と同居している人は、住民票は必要ありません）

■支給額
児童の年齢 児童１人あたりの月額

3 歳未満 15,000 円

3歳以上小学校修了前
10,000 円

（第 3子以降は 15,000 円）
中学生 10,000 円

▼第 3子以降とは、高校卒業まで（18 歳の誕生日後
の最初の 3月 31日まで）の養育している子のうち、
3番目以降の子を指します

▼中学校を修了した子は手当の支給対象とはなりま
せんが、養育している子とみなします

■所得制限
扶養親族数 所得制限額
0 人 6,220,000 円

1 人 6,600,000 円

2 人 6,980,000 円

3 人 7,360,000 円

4 人 7,740,000 円

▼児童手当には所得制限があり、受給者の所得が制
限額以上の場合、手当の月額は児童の年齢に関係
なく 5,000 円となります

▼所得制限額は、扶養親族が 1人増えるごとに 38
万円が加算されます。配偶者および同居の家族の
所得は合算しません

児童福祉課☎888ー1111（177）
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公的年金からの
特別徴収（天引き）制度

じゅうみんぜいのおさめかた

き
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

年
間
の
支
給
月
（
6
回
）
を
大

き
く
2
つ
に
分
け
ま
す
。

❶
上
半
期
の
年
金
支
給
月（
4
・

6
・
8
月
）：
前
年
度
の
下
半
期

の
税
額
を
3
分
の
1
ず
つ
3
回

徴
収
し
ま
す
（
仮
徴
収
）

徴
収
方
法
お
よ
び
税
額

対
象
と
な
る
年
金

超
え
る
人

※
ご
自
身
が
対
象
に
な
っ
て
い
る

か
ど
う
か
は
、
6
月
中
旬
ご
ろ

に
町
か
ら
お
送
り
す
る
住
民
税

の
税
額
決
定
・
納
税
通
知
書
で

ご
確
認
く
だ
さ
い

な
お
、
65
歳
未
満
で
公
的
年
金

を
受
給
し
て
い
る
給
与
所
得
者
に

つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
「
公
的

年
金
等
所
得
」
と
「
給
与
所
得
」

に
か
か
る
住
民
税
を
合
算
し
て
、

給
与
か
ら
天
引
き
す
る
制
度
と
な

っ
て
い
ま
す
。

公
的
年
金
か
ら
は
公
的
年
金
の

所
得
分
に
か
か
る
税
額
の
み
天
引

き
し
ま
す
。

公
的
年
金
以
外
の
所
得
（
給
与・

事
業
・
不
動
産
な
ど
）
に
か
か
る

税
額
は
年
金
か
ら
天
引
き
せ
ず
、

現
行
と
同
様
に
普
通
徴
収
（
納
付

書
ま
た
は
口
座
振
替
）
ま
た
は
給

与
か
ら
の
天
引
き
で
納
め
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

老
齢
等
年
金
給
付
（
▼
老
齢
基

礎
年
金
▼
老
齢
厚
生
年
金
▼
退
職

共
済
年
金
ー
な
ど
）。

※
遺
族
年
金
や
障
害
年
金
は
天
引

徴
収
さ
れ
る
税
額

住
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収
制
度
と
は
、
65

歳
以
上
の
住
民
税
の
納
税
義
務
の

あ
る
公
的
年
金
等
に
か
か
る
所
得

を
有
す
る
人
を
対
象
に
、
今
ま
で

納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
納
付

し
て
い
た
だ
い
て
い
た
公
的
年
金

に
か
か
る
住
民
税
を
年
金
か
ら
天

引
き
す
る
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
の
導
入
に
よ
る
税
負

担
の
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
支

払
い
方
法
が
変
わ
る
だ
け
で
す
。

公
的
年
金
の
受
給
者
で
、
▼
65

歳
以
上
（
4
月
1
日
現
在
）▼
老

齢
基
礎
年
金
等
の
支
払
い
を
受
け

て
い
る
▼
公
的
年
金
に
か
か
る
住

民
税
の
納
税
義
務
が
あ
る
ー
の

す
べ
て
を
満
た
す
人
。

▼
1
月
1
日
以
降
、
転
出
・
死
亡

等
の
理
由
で
町
に
引
き
続
き
住

所
を
有
し
て
い
な
い
人

▼
老
齢
基
礎
年
金
等
の
年
額
が

18
万
円
未
満
の
人

▼
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
天
引

き
さ
れ
て
い
な
い
人

▼
住
民
税
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
額

が
老
齢
基
礎
年
金
等
の
年
額
を

対
象
と
な
ら
な
い
人

対
象
と
な
る
人

町・県民税（住民税）の

公的年金からの
特別徴収（天引き）制度

期別 上半期（仮徴収） 下半期（本徴収）
徴収
方法

特別徴収
（年金からの天引き）

月（期） 4 月 6月 8月 10月 12月 2月

徴収
税額

前年度
2月と
同額

前年度
2月と
同額

前年度
2月と
同額

年税額から
仮徴収額を
差し引いた
額の

年税額から
仮徴収額を
差し引いた
額の

年税額から
仮徴収額を
差し引いた
額の

税務課町民税係☎888ー1111（151・152・156）

65 歳以上
の人

❷
下
半
期
の
年
金
支
給
月（
10
・

12
・
2
月
）：
そ
の
年
度
の
年
税

額
か
ら
上
半
期
に
徴
収
し
た
額

を
差
し
引
い
た
残
り
の
額
を
、

3
分
の
1
ず
つ
3
回
天
引
き
し

ま
す
（
本
徴
収
）

※
税
額
は
6
月
に
確
定
す
る
た
め
、

仮
徴
収
の
税
額
は
前
年
度
の
最

後
（
2
月
）の
税
額
に
応
じ
て
仮

に
定
め
て
天
引
き
さ
れ
ま
す

■年金からの特別徴収が開始される最初の年度の徴収方法

■次年度以降

1
3

期別 上半期 下半期
徴収
方法

普通徴収
（納付書または口座振替）

特別徴収
（年金からの天引き）

月（期） 第 1期（6月） 第 2期（8月） 10月 12月 2月

徴収
税額

年税額の
1
4

年税額の
1
4

年税額の
1
6

年税額の
1
6

年税額の
1
6

1
3

1
3



17　人と自然が織りなす，輝くまち

じゅうみんぜいのしんこく

公的年金等を受給されている人の
町・県民税（住民税）申告
公的年金等を受給されている人の
町・県民税（住民税）申告

税務課町民税係☎888ー1111（151・152・156）

確定申告が不要でも住民税の申告が必要となる場合があります

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得

税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
人

は
、
住
民
税
の
申
告
書
を
提
出
し

た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
か
ら
、

住
民
税
の
申
告
書
の
提
出
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
所
得
税
お
よ
び
復
興

特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要

な
い
場
合
で
も
、
次
に
当
て
は
ま

る
と
き
に
は
、
住
民
税
の
申
告
書

の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

❶
公
的
年
金
等
に
か
か
る
雑
所

得
の
み
が
あ
る
人
で
、『
公
的

年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
』に
記

載
さ
れ
て
い
る
控
除
（
社
会
保

険
料
控
除
・
配
偶
者
控
除
・
扶
養

控
除
な
ど
）
以
外
の
各
種
控
除

の
適
用
を
受
け
る
と
き

※
住
民
税
申
告
書
を
提
出
し
な
い

と
、
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ

て
い
な
い
社
会
保
険
料
・
生
命

保
険
料
・
地
震
保
険
料
・
医
療
費

な
ど
の
住
民
税
の
控
除
の
適
用

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

❷
公
的
年
金
等
に
か
か
る
雑
所
得

以
外
の
所
得
金
額
が
あ
る
と
き

※
公
的
年
金
等
に
か
か
る
雑
所
得

以
外
の
所
得
が
あ
り
、
そ
の
所

得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
所
得

税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の

確
定
申
告
が
必
要
な
い
場
合
で

あ
っ
て
も
、
住
民
税
の
申
告
が

必
要
で
す

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の

合
計
額
が
4
0
0
万
円
以
下
で
、

か
つ
、
公
的
年
金
等
に
か
か
る
雑

所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万

円
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、
所
得

税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の

確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
な
く

な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
2
か
所
以
上
の
年
金

の
支
払
者
に
対
し
て
扶
養
親
族
等

申
告
書
を
提
出
し
て
い
る
人
や
年

金
以
外
に
給
与
所
得
が
あ
る
人
な

ど
は
、
多
く
の
場
合
、
所
得
税
お

よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申

告
が
必
要
で
す
。

※
上
場
株
式
等
に
か
か
る
譲
渡

損
失
の
繰
越
控
除
な
ど
、
確
定

申
告
書
の
提
出
が
必
要
条
件

と
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い

確
定
申
告
が
必
要
で
な
い
場
合

で
も
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税

お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
が
納
め

過
ぎ
と
な
っ
て
い
る
人
は
、
確
定

申
告
を
す
る
こ
と
に
よ
り
差
額
の

還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
還
付
申
告
）。

確
定
申
告
が
必
要
な
人

確
定
申
告
が
で
き
る
人

ふるさと納税の制度改正（ふるさと納税がさらに身近になりました）

●ふるさと納税枠の拡充
ふるさと納税を行う際、2,000 円を除いた全額が控除される限度額である『ふるさと納税枠』が、	

約 2倍に拡充されました。平成 27年 1月 1日以降のふるさと納税から対象となります。
※実際のふるさと納税枠は収入や控除により個人毎に異なります

●ふるさと納税ワンストップ特例制度の創設
確定申告をする必要のない給与所得者等がふるさと納税を行う場合に、ふるさと納税先団体が 5団

体以内の場合であって、確定申告を行わない場合に限り、ふるさと納税を行う際に、各ふるさと納税先
団体に特例の適用に関する申請書を提出することで、確定申告を行わなくても、ふるさと納税について
の寄附金控除を受けられる特例的な仕組み（ふるさと納税ワンストップ特例制度）が創設されました。
平成 27年 4月 1日以降のふるさと納税から対象となります。
なお、5団体を超える自治体にふるさと納税をした人や、ふるさと納税の有無にかかわらず確定申告

を行う人も、ふるさと納税に係る控除を受けるためには、これまで同様に確定申告書への記載が必要と
なります。

※詳しくは、総務省ホームページ内の『ふるさと納税ポータルサイト』をご覧ください
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おとしよりをしえん

支
援
を
行
い
ま
す
。

▼
同
一
世
帯
の
住
民
税
課
税
状

況
に
よ
り
個
人
負
担
額
が
異
な

り
ま
す

●
要
介
護
者
等
緊
急
短
期
宿
泊
事
業

介
護
保
険
利
用
限
度
超
過
者

で
、
家
族
の
介
護
を
受
け
ら
れ

な
く
な
り
緊
急
に
入
所
が
必
要

な
人
を
対
象
に
、短
期
宿
泊（
原

則
7
日
以
内
）
に
よ
る
支
援
を

行
い
ま
す
。

▼
同
一
世
帯
の
住
民
税
課
税
状

況
・
要
介
護
状
態
な
ど
に
よ
り

個
人
負
担
額
が
異
な
り
ま
す

●
高
齢
者
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

事
業

介
護
保
険
で
要
支
援
・
要
介
護
と

認
定
さ
れ
、
前
年
の
所
得
税
が
非

課
税
の
世
帯
に
属
す
る
寝
た
き
り

の
高
齢
者
な
ど
が
、
日
常
生
活
で

直
接
利
用
す
る
住
宅
の
改
造
経
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
事
業

認
知
症
高
齢
者
・
知
的
障
害
者
・

精
神
障
害
者
（
本
人
に
配
偶
者

2
親
等
以
内
の
親
族
が
い
な
い

人
）
な
ど
、
判
断
力
の
十
分
で

な
い
人
が
各
種
手
続
き
や
契
約

を
行
う
と
き
に
不
利
に
な
ら
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
、
成
年
後

病
弱
な
ど
の
理
由
に
よ
り
緊
急

時
に
機
敏
に
行
動
す
る
こ
と
が

困
難
な
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
の
住
居
に
、
緊
急
通
信
装
置

・
火
災
セ
ン
サ
ー
等
を
設
置
し
、

急
病
・
災
害
な
ど
の
緊
急
時
に

迅
速
・
適
切
な
対
応
を
図
り
、

不
安
の
解
消
と
生
活
の
安
全
を

確
保
し
ま
す
。
な
お
、
電
話
回

線
が
N
T
T
で
な
い
と
使
用
で

き
ま
せ
ん
。

▼
個
人
負
担
が
あ
り
ま
す

●
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

寝
た
き
り
や
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
に
、
電
磁
調
理
器
・
火

災
警
報
器
を
給
付
し
ま
す
。

▼
個
人
負
担
が
あ
り
ま
す

●
生
活
管
理
指
導
員
派
遣
事
業

介
護
保
険
で
自
立
と
認
定
さ
れ

た
高
齢
者
な
ど
で
日
常
生
活
を

営
む
の
に
支
障
の
あ
る
人
に
対

し
て
、
日
常
生
活
の
支
援
・
援

助
の
た
め
、
生
活
管
理
指
導
員

を
派
遣
し
ま
す
。

▼
個
人
負
担
が
あ
り
ま
す

●
在
宅
介
護
慰
労
金
支
給
事
業

基
準
日
（
12
月
31
日
）
以
前
に

1
年
間
継
続
し
て
介
護
保
険
で

要
介
護
3
以
上
と
認
定
さ
れ
た

65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
、
同
期

●
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
愛
の
定

期
便
事
業

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
で
安

否
確
認
の
必
要
性
の
あ
る
人
に
、

乳
製
品
の
手
渡
し
配
達
に
よ
り

安
否
の
確
認
を
行
い
ま
す
。

●
シ
ル
バ
ー
カ
ー
補
助
事
業

歩
行
に
支
障
が
あ
る
高
齢
者

で
、
同
一
世
帯
の
生
計
中
心
者

の
前
年
の
所
得
税
額
が
14
万
円

以
下
の
人
に
、
シ
ル
バ
ー
カ
ー

購
入
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

▼
補
助
限
度
額
＝
5
0
0
0
円

●
家
族
介
護
用
品
支
給
事
業

介
護
保
険
で
要
介
護
3
以
上

（
常
時
尿
失
禁
に
あ
る
要
介
護

1
お
よ
び
2
の
住
民
税
非
課
税

世
帯
の
人
を
含
む
）
と
認
定
さ

れ
た
在
宅
の
高
齢
者
な
ど
に
、

紙
お
む
つ
・
尿
取
り
パ
ッ
ド
を

希
望
に
よ
り
支
給
し
ま
す
。

▼
個
人
負
担
が
あ
り
ま
す

●
福
祉
電
話
貸
与
事
業

電
話
の
設
置
が
困
難
な
ひ
と
り

暮
ら
し
の
高
齢
者
に
電
話
を
無

償
貸
与
し
、
利
用
料
金
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

●
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業

社
会
福
祉
課

間
内
で
所
定
期
間
介
護
保
険
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
せ
ず
、
在
宅
で

介
護
し
て
い
る
家
族
に
慰
労
金

を
支
給
し
ま
す
。

●
徘は
い
か
い徊
高
齢
者
家
族
支
援
サ
ー

ビ
ス
事
業

徘
徊
の
み
ら
れ
る
高
齢
者
を
介

護
し
て
い
る
家
族
に
、
無
線
発

信
機
を
貸
与
し
、
徘
徊
・
そ
の

ほ
か
の
緊
急
時
に
迅
速
・
適
切

な
対
応
を
し
ま
す
。

▼
費
用
負
担
＝
利
用
料
・
情
報

料
・
現
場
急
行
料
は
町
が
負
担

し
ま
す

●
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

車
椅
子
や
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
に

乗
っ
た
ま
ま
の
移
動
を
必
要
と

す
る
高
齢
者
を
対
象
に
、
特
定

の
医
療
機
関
な
ど
へ
の
通
院
・

通
所
に
必
要
な
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
（
福
祉
タ
ク
シ
ー

利
用
券
・
自
動
車
税
な
ど
の
減

免
を
受
け
て
い
る
人
は
対
象
外

と
な
り
ま
す
）。

●
生
活
管
理
指
導
短
期
宿
泊
事
業

介
護
保
険
で
自
立
と
認
定
さ
れ

た
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
な

ど
で
、
日
常
生
活
に
支
障
の
あ

る
人
を
対
象
に
、短
期
宿
泊（
原

則
7
日
以
内
）
に
よ
る
指
導
・

住み慣れたまちで安心して暮らすために

お年寄りの
毎日を支えます

町で利用できる 65歳以上の高齢者の関連サービスを紹介します

※
次
ペ
ー
ジ
に
続
く

社会福祉課　☎888ー1111（162）
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高
齢
者
に
対
す
る
福
祉
の
総
合

的
な
相
談
・
支
援
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン

の
作
成
や
二
次
予
防
な
ど
に
対

す
る
地
域
支
援
事
業
の
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

●
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

援
護
を
必
要
と
す
る
在
宅
の
高

齢
者
・
障
害
者
な
ど
に
対
し
ケ
ア

チ
ー
ム
を
結
成
し
て
地
域
で
見

守
り
、
要
援
護
者
を
地
域
で
互

い
に
支
え
合
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●
家
族
介
護
支
援
事
業

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
人
や
近

く
で
支
援
し
て
い
る
人
、
お
よ

び
介
護
に
興
味
を
お
持
ち
の
人

な
ど
を
対
象
に
、
介
護
す
る
人

同
士
の
交
流
や
情
報
交
換
の
機

会
を
提
供
し
、
介
護
・
福
祉
に

役
立
つ
知
識
や
技
術
の
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

ィ
ア
に
よ
り
自
宅
へ
届
け
ま
す
。

▼
利
用
期
日
＝
毎
月
第
2
・
4

水
曜
日
（
祝
日
、
7
・
8
月
の

夏
季
を
除
く
）

●
生
活
援
助
型
食
事
サ
ー
ビ
ス

配
偶
者
以
外
の
同
居
の
家
族
が

い
な
い
65
歳
以
上
の
高
齢
虚
弱

ま
た
は
心
身
の
障
害
に
よ
り
自

ら
調
理
す
る
こ
と
が
困
難
な
人

が
、
申
請
に
よ
り
認
定
さ
れ
た

場
合
、
夕
食
を
配
達
し
自
立
生

活
を
支
援
し
ま
す
。

▼
利
用
期
日
＝
毎
週
月
曜
日
〜

金
曜
日（
祝
日・年
末
年
始
を
除
く
）

▼
利
用
料
（
個
人
負
担
分
）
＝

1
食
あ
た
り
（
普
通
食
4
1
0

円
・
特
別
食
5
7
0
円
）

●
心
配
ご
と
相
談

生
計
・
家
族
・
財
産
な
ど
に
関
す
る

悩
み
ご
と
の
相
談
を
受
け
、
日
常

生
活
の
不
安
解
消
を
図
り
ま
す
。

※
詳
細
は
28
ペ
ー
ジ（
定
例
相
談
）

参
照

●
ふ
れ
あ
い
電
話

申
請
さ
れ
た
65
歳
以
上
の
ひ
と

り
暮
ら
し
宅
に
電
話
を
か
け
、

安
否
確
認
や
孤
独
感
の
解
消
を

目
的
と
し
て
日
常
の
お
話
し
相

手
を
す
る
ふ
れ
あ
い
型
の
電
話

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

▼
実
施
期
日
＝
火
・
木
曜
日
午

後
1
時
30
分
〜
4
時
（
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）

●
在
宅
福
祉（
有
償
）サ
ー
ビ
ス
事
業

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
日
常
生

活
に
支
障
の
あ
る
世
帯
に
、
有

料
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
ま
す
。

▼
登
録
会
員
方
式
＝
利
用
会

員
・
協
力
会
員

▼
サ
ー
ビ
ス
内
容
＝
食
事
の
支

度
・
洗
濯
・
掃
除
・
買
い
物
、
通

院
な
ど
外
出
時
の
付
き
添
い
、

軽
易
な
身
の
回
り
の
世
話
な
ど

▼
利
用
日
時
＝
午
前
7
時
〜
午

後
7
時
（
年
末
年
始
を
除
く
）

▼
利
用
料
＝
1
時
間
6
0
0
円

●
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
生
き
が

い
活
動
支
援
通
所
事
業
）

介
護
保
険
認
定
に
該
当
し
な
い

65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
、
趣
味

活
動
や
簡
単
な
体
操
、
日
常
動

作
訓
練
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
ま
す
。

▼
サ
ー
ビ
ス
＝
1
人
あ
た
り
週

1
回

▼
利
用
料
＝
1
日
2
8
1
円

●
車
い
す
貸
出
事
業

町
内
在
住
の
人
に
、
一
時
的

（
1
か
月
を
限
度
）
に
車
い
す

を
貸
し
出
し
ま
す
。

●
低
床
カ
ー
貸
出
事
業

車
い
す
ご
と
乗
れ
る
軽
車
両
を

2
日
間
限
度
で
貸
し
出
し
ま
す
。

▼
負
担
＝
1 

km
あ
た
り
10
円
の

ガ
ソ
リ
ン
代
が
か
か
り
ま
す

●
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
（
地

域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
）

認
知
症
の
高
齢
者
や
知
的
・
精

神
的
に
障
害
の
あ
る
人
な
ど
、

判
断
能
力
が
不
十
分
で
、
か
つ

親
族
な
ど
の
援
助
が
得
ら
れ
な

い
人
に
対
し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
手
続
き
の
援
助
や
日
常

生
活
の
金
銭
管
理
、
書
類
の
預

か
り
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
行
い
、

日
常
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

▼
利
用
料
＝
▼
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
手
続
き
の
援
助
・
日
常

生
活
の
金
銭
管
理
サ
ー
ビ
ス（
生

活
支
援
員
派
遣
に
よ
る
援
助
）：

1
時
間
あ
た
り
1
1
0
0
円

▼
書
類
等
預
か
り
サ
ー
ビ
ス

（
保
管
料
）：
1
か
月
あ
た
り

5
0
0
円　

※
生
活
保
護
受
給

者
は
免
除
に
な
り
ま
す

●
高
齢
者
に
関
す
る
総
合
相
談

介
護
や
福
祉
・
高
齢
者
虐
待
等
の

見
制
度
を
利
用
す
る
際
の
申
立

費
用
な
ど
を
助
成
し
ま
す
。

▼
助
成
額
＝
所
得
な
ど
に
よ
り

異
な
り
ま
す

※
知
的
・
精
神
障
害
者
は
障
害

福
祉
課
地
域
生
活
支
援
係
（
総

合
保
健
福
祉
会
館
内
）
で
受
け

付
け
し
ま
す

●
つ
る
か
め
教
室

運
動
普
及
推
進
員
が
介
護
予
防

の
た
め
の
簡
単
な
体
操
・
ス
ト

レ
ッ
チ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
＝
10
人
以
上
の
高
齢
者

団
体

▼
実
施
回
数
＝
月
1
回

▼
実
施
場
所
＝
地
区
公
会
堂
な
ど

●
健
康
相
談

健
康
に
関
す
る
個
別
の
相
談

に
、
保
健
師
・
栄
養
士
・
理
学
療

法
士
が
応
じ
ま
す
。

●
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

65
歳
以
上
の
虚
弱
な
ひ
と
り
暮

ら
し
の
高
齢
者
な
ど
に
、
調
理

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
お
弁
当

（
昼
食
）を
配
送
・
訪
問
ボ
ラ
ン
テ

町
社
会
福
祉
協
議
会

健
康
づ
く
り
課

▼社会福祉課高齢福祉係
☎888ー1111（162）▼健康
づくり課（総合保健福祉会
館内）☎888ー2940 ▼町社
会福祉協議会☎887ー0084
▼地域包括支援センター
☎887ー8124

各サービスの問い合わせ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
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■
生
垣
の
長
さ
な
ど

▼
道
路
に
面
し
て
設
置
さ
れ
る
も
の
で
、

総
延
長
5
m
以
上
で
あ
る
も
の

※
角
地
の
2
辺
に
設
置
さ
れ
る
も
の
は
、

長
辺
の
生
垣
の
延
長
が
8
m
以
上
か
つ

短
辺
の
延
長
が
5
m
以
上
必
要

補
助
の
条
件

■
生
垣
設
置
の
助
成

町
で
は
、
町
景
観
条
例
第
9
条
に
基
づ

き
、
潤
い
あ
る
街
並
み
と
安
全
な
生
活
環

境
を
確
保
す
る
た
め
、
町
が
費
用
の
一
部

を
負
担
し
て
生
垣
の
設
置
を
奨
励
し
て
い

ま
す
。

生
垣
は
、
街
並
み
に
潤
い
を
与
え
る
と

と
も
に
、
風
通
し
を
良
く
し
、
居
住
性
を

高
め
ま
す
。
ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
生
垣

に
す
る
こ
と
で
倒
壊
を
防
ぎ
、
地
震
被
害

を
予
防
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
補
助
の
対
象
区
域

▼
町
全
域

■
補
助
を
受
け
ら
れ
る
人

▼
土
地
の
所
有
者
ま
た
は
生
垣
の
設
置
に

権
限
を
有
す
る
人

■
補
助
対
象
と
な
る
生
垣

▼
新
た
に
生
垣
を
設
置
す
る
場
合

▼
既
存
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
を
撤
去
し
て
生

垣
に
す
る
場
合

■
補
助
を
受
け
ら
れ
な
い
生
垣

▼
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
所
有
ま
た

は
管
理
に
属
す
る
土
地
に
設
置
さ
れ
る

も
の

▼
建
築
基
準
法
第
42
条
第
2
項
の
規
定
に

よ
り
道
路
と
み
な
さ
れ
る
敷
地
に
設
置

さ
れ
る
も
の

生
垣
設
置
の
助
成

みんなでつくる まちのけいかん

▼
条
例
に
よ
る
補
助
金
の
交
付
を
受
け

て
生
垣
を
設
置
し
た
敷
地
ま
た
は
緑

化
し
た
敷
地
に
、
再
び
設
置
さ
れ
る

も
の

▼
不
動
産
の
販
売
を
目
的
と
し
て
設
置
さ

れ
る
も
の

▼
ほ
か
の
法
令
等
の
規
定
に
よ
り
、
補
助

ま
た
は
補
償
を
受
け
た
も
の

■補助額の基準

補助対象となる生垣設置に
要する経費（※）の限度額

新たに生垣を設置する場合
1m当たり
10,000 円

ブロック塀等の撤去を伴う場合
1m当たり
15,000 円

補助率
生垣設置に要する経費の 2分の 1
（ブロック塀等の撤去を伴う場合はその経費も
含む）

補助限度額
175,000 円
（角地の 2辺に設置する場合は 350,000 円）

※生垣設置に要する経費とは、植手間・樹木・垣・支柱等を言います

都市計画課計画係☎888−1111（233）



21　人と自然が織りなす，輝くまち

■
申
請
方
法

生
垣
を
設
置
す
る
前
に
、
都
市
計
画
課

に
事
前
相
談
の
う
え
、
生
垣
設
置
奨
励
補

助
金
の
交
付
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
（
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
を
伴
う
場
合
は
、
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
を
取
り
壊
す
前
に
申
請
が
必

要
と
な
り
ま
す
）。

設
置
後
の
申
請
は
補
助
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
手
続
き

■
生
垣
の
高
さ
な
ど

▼
樹
木
の
高
さ
が
お
お
む
ね
1
m
以
上
の

も
の
（
成
長
し
た
と
き
の
高
さ
で
は
な

く
、
植
え
た
と
き
の
高
さ
）

▼
延
長
1
m
に
つ
き
、
2
本
以
上
植
栽
さ

れ
る
も
の

うるおいあるまちなみに

▽
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
等
を
使
用
し

て
基
礎
（
植
樹
ま
す
な
ど
）
の
上
に
設

置
さ
れ
る
場
合
は
、
基
礎
の
高
さ
が
敷

地
面
か
ら
60 

cm
以
下
の
も
の

※
設
置
か
ら
5
年
間
は
保
全
に

努
め
、
生
垣
と
し
て
活
用
し

て
い
た
だ
き
ま
す

●当制度の詳しい手引きを都市計画課
窓口にご用意しています

●町ホームページにも掲載しています
▼http://www.town.ami.lg. jp/
0000000988.html

●まずはお気軽にご相談ください
都市計画課☎888−1111（233）

■
申
請
の
流
れ

※採択前と完了報告後には、担当者が生垣設置場所まで現地
調査にうかがいます

事
前
相
談

申
請
書
の
提
出

※
採
択

工
事
着
手

完
了
報
告

※

交
付
額
の
確
定

請
求
書
の
提
出

補
助
金
交
付

▽
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
内
側
に
樹
木
を
設
置
す

る
場
合
は
、
当
該
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
高
さ

が
敷
地
面
か
ら
60 cm
以
下
で
あ
る
も
の

▼生垣設置の例

➡
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じょうほうこうかい・こじんじょうほうほご

こ
の
制
度
は
、
個
人
の
権
利
利

益
の
保
護
を
図
る
と
と
も
に
、
皆

さ
ん
が
、
町
が
保
有
し
て
い
る
自

分
の
個
人
情
報
を
閲
覧
し
た
り
、

そ
の
個
人
情
報
に
事
実
の
誤
り
が

あ
る
場
合
に
訂
正
な
ど
を
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
で
す
。

▼
請
求
が
で
き
る
人
：
自
分
に
関

す
る
個
人
情
報
に
つ
い
て
の
請

求
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す

▼
請
求
の
方
法
：
請
求
内
容
に
応

じ
て
、
所
定
の
請
求
書
を
情
報

公
開
コ
ー
ナ
ー
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
際
、
本
人
ま
た

は
そ
の
法
定
代
理
人
で
あ
る
こ

と
の
確
認
を
し
ま
す
。
運
転
免

許
証
な
ど
の
身
分
証
明
書
を
提

示
ま
た
は
提
出
し
て
く
だ
さ
い

▼
開
示
請
求
に
対
す
る
決
定
：
請

求
書
を
受
理
し
た
日
の
翌
日
か

ら
14
日
以
内
（
30
日
を
限
度
と

し
て
延
長
す
る
と
き
が
あ
り
ま

す
）
に
決
定
し
、
書
面
で
お
知

ら
せ
し
ま
す

▼
開
示
方
法
：
お
知
ら
せ
し
た
日

時
に
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で

個
人
情
報
の
閲
覧
・
視
聴
・
写
し

の
交
付
を
行
い
、
そ
の
内
容
に

つ
い
て
担
当
者
が
ご
説
明
し
ま

す
。
そ
の
際
も
、
請
求
者
が
本

個
人
情
報
保
護
制
度

こ
の
制
度
は
、
開
か
れ
た
町
政

の
推
進
と
町
民
の
皆
さ
ん
の
町
政

参
加
の
促
進
を
目
的
に
、
町
が
管

理
し
て
い
る
文
書
の
公
開
を
求
め

る
権
利
を
す
べ
て
の
人
に
保
障
す

る
も
の
で
す
。

▼
請
求
が
で
き
る
人
：
ど
な
た
で

も
請
求
で
き
ま
す

▼
請
求
の
方
法
：
請
求
は
、
情
報

公
開
コ
ー
ナ
ー
（
役
場
2
階
総

務
課
）で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
、
請
求

さ
れ
る
情
報
を
特
定
し
た
後
、

請
求
書
に
必
要
事
項
を
記
載
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
窓

口
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

き
は
、
郵
送
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
請
求
書
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
下
記
参
照
）
か
ら

取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

▼
公
開
請
求
に
対
す
る
決
定
：
請

求
書
を
受
理
し
た
日
の
翌
日
か

ら
14
日
以
内
（
30
日
を
限
度
と

し
て
延
長
す
る
と
き
が
あ
り
ま

す
）
に
決
定
し
、
書
面
で
お
知

ら
せ
し
ま
す

▼
公
開
方
法
：
お
知
ら
せ
し
た
日

時
に
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で

閲
覧
・
視
聴
・
写
し
の
交
付
を
行

い
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
担
当

者
が
ご
説
明
し
ま
す

情
報
公
開
制
度

●情報公開制度
●個人情報保護制度

平成26年度の運用状況を報告します！

▼
平
成
26
年
度
の
運
用
状
況
：

59
件
の
公
開
請
求
が
あ
り
ま
し

た
（
左
表
参
照
）

▼
公
開
請
求
の
内
容
：
実
施
機
関

別
の
請
求
内
容
は
、
左
表
の
と

お
り
で
す

人
ま
た
は
法
定
代
理
人
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
ま
す
。
運
転
免

許
証
な
ど
の
身
分
証
明
書
を
提

示
ま
た
は
提
出
し
て
く
だ
さ
い

▼
訂
正
請
求・利
用
停
止
の
申
出
：

請
求
者
は
、
開
示
を
受
け
た
自

分
の
個
人
情
報
に
誤
り
が
あ
る

と
き
は
、
町
に
そ
の
訂
正
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

町
の
保
有
す
る
自
分
の
個
人
情

報
が
条
例
に
違
反
し
て
収
集
さ

れ
た
り
、
利
用
さ
れ
た
り
、
保

有
さ
れ
た
り
し
て
い
る
と
判
断

し
た
と
き
に
は
、
利
用
停
止
を

申
し
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す

▼
平
成
26
年
度
の
運
用
状
況
：

1
件
の
開
示
請
求
が
あ
り
ま
し

た
。
請
求
内
容
は
左
表
の
と
お

り
で
す
。
そ
の
他
、
訂
正
請
求・

利
用
停
止
の
申
し
出
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た

公開請求の
決定状況

件数

公　　開 12

一部公開 32

非 公 開 3

不 存 在 12

情報提供 0

合　　計 59

実施機関 件数 主な内容

町
　
長

総務部 13 住居表示台帳、入札関係書類、工事関係書類
保健福祉部 3 放課後児童クラブ事業関係書類
都市整備部 4 入札関係書類、工事関係書類

町教育委員会 36 予科練平和記念館契約関係書類、全国学力テス
ト各教科平均正答率、小中学校健康診断の結果

選挙管理委員会 3 阿見町長選挙及び阿見町議会議員一般選挙
に関する収支報告書

実施機関 件数 主な内容

消防長 1 建物火災関係書類

公開請求の
決定状況

件数
公開請求の
決定状況

件数

公　　開 0 不 存 在 0

一部公開 1 情報提供 0

非 公 開 0 合　　計 1

▼請求書のダウンロード：
http://www.town.ami.lg.jp/category/10-11-0-0-0.html

	 総務課文書法制係☎888ー1111（214）
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かんきょうをたいせつに

環境政策課☎888ー1111（116）

リサイクルの推進

子ども会リサイクル活動
町では、資源物を回収した子ども会に対して助成金を交付しています。環境教育として、子ども達のリサイ
クルに対する理解と関心を深めることを目的としています。
▼助成内容：▼回収した資源物に対して1キログラムあたり5円を乗じた額
を助成金として交付（10円未満切捨て）▼年度内に 3回の活動分まで

▲子ども会のリサイクル活動

平成 26年度子ども会による資源物の回収実績（キログラム）

新聞紙・雑誌 牛乳パック 段ボール かん 布 びん 合計

111,063 255 22,850 3,275 1,955 453 139,851

空き地の所有者および占有者は、雑草を定期的に刈り取るなど、責任をもって日ごろから適正な管理を
お願いします。
刈り取った雑草は霞クリーンセンターへ直接搬入するか、燃えるごみ専用袋に入れ所定のごみ集積所に
出してください（量が多い時は霞クリーンセンターへ連絡のうえ直接搬入をお願いします）。
▼注意事項：野外での焼却行為は、法律により禁止されています。ご近所の迷惑にもなりますので、刈り
取った雑草などは燃やさないでください

ご存じですか？
6月 5日は『環境の日』です

ご存じですか？
6月 5日は『環境の日』です

生ごみ処理容器『コンポスト』の使用により、生ごみが土の中の微生物の影響で堆肥として生まれ変わり	
ます。補助を利用してリサイクルしてみませんか？
▼注意事項：補助の申請受付は、毎年、年度末の締め切りとなります。3月
に購入した場合は、月末までに申請してくださるようお願いします

▼補助金

※ 100円未満切り捨て
※ 5年以上経過すれば、買い替えたコンポストも補助の対象となります ▲生ごみ処理容器『コンポスト』

生ごみリサイクルを始めてみましょう

種　別 補助率 限度額 一世帯限度

生ごみ処理容器 3分の 2 3,000 円 2基

電気式生ごみ処理機 3分の 1 20,000 円 1基

『茨城エコ事業所』とは、地球環境に配慮した取り組みを積極的に実践している事業所のことで、県独自
の登録制度です。
町施設では 2か所登録しており、役場が平成 25年 11月 13日付、中央公民館は平成 27年 3月 6日付で、

それぞれ『AAAランク認定』を受けました。
今後も省資源化や省エネに努め、エコオフィスを目指して活動に取り組んでいきます。

『茨城エコ事業所』の取り組み

空き地の雑草は定期的に刈り取りましょう
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■『元予科練生講演会』の開催
元『第 14 期甲種飛行予科練習生』であり、現在は阿見町教育委員会で歴史調査委員の活動を行っている
戸張礼記氏を講師にお迎えして講演会を開催します。
阿見町出身の戸張氏は、大空に憧れた少年時代を過ごし、パイロットになるために予科練の入隊試験を受け
ました。昭和 19年 6月 1日、厳しい試験に合格。土浦海軍航空隊に入隊しましたが、戦況の悪化により予科
練教育は中断。飛行機に乗ることはできませんでした。その後、青森県の三沢海軍航空隊に転隊。終戦時は、
大湊海兵団で肉弾特攻『土竜（もぐら）作戦』の訓練を行っていました。

現在は、その体験を基に各所で講演会を行っており、
『知られざる予科練』をテーマに予科練の歴史や先輩達の
思いを今に伝えています。
今回の講演会では、戦後 70 周年の思いを当時の体験
とともに語っていただきます。
▼日時：6 月 20日（土）午後 2時～ 3時 30分
▼場所：予科練平和記念館ラウンジ
▼席数：約 100席
▼料金：無料
▼その他：事前申込不要。当日直接お越しください▲講師の戸張礼記氏。現在（左）と予科練入隊時（右）

■無料開館日（阿見大空襲の日）
『阿見大空襲の日』に合わせて、予科練平和記念館を無料開館します。
昭和 20（西暦 1945）年 6月 10日、町は大規模な空襲を受けました。予科
練教育を行っていた土浦海軍航空隊をはじめ民間の犠牲者も多数出ており、
現在も 6月 10日には土浦市法泉寺にて慰霊祭が行われています。
▼期日：6 月 10日（水）
▼時間：午前 9時～午後 5時（入館は午後 4時 30分まで）

◎学芸員のつぶやき
予科練では、6月 1日に衣替えが行われました。一斉に制服を替えるのは現在と同様ですが、一度に夏服か
ら冬服へと完全に変わった訳ではありません。以前に当館ブログでもご紹介しましたが、上半身は夏服、下
半身は冬服の、通称『ハンクロ』スタイルになります。漢字にすれば『半黒』。夏服である上着の色は『白』、
冬服のズボンの色は『黒』のツートンカラーです。海軍らしいスマートさで、きちんとした制服で街中を歩
く姿は、色相もあって颯爽として梅雨の雨の中でも映えたのではないでしょうか。皆さまもカビの多い季節、
予科練生に負けないよう身だしなみにはお気を付けください。

予科練平和記念館だより
予科練平和記念館ホームページ　http://www.yokaren-heiwa.jp/

予科練平和記念館　☎891ー3344　業務時間：月曜日を除く午前9時〜午後5時

■文集『（仮称）戦後 70周年に思う事』の原稿を募集
予科練平和記念館では、戦後 70周年にあたり、町民の皆さまからの原稿を募集しています。
戦争を回顧し、平和への願いを綴った原稿を募り、文集として編さんして後世に残すものです。「戦争体

験者」「陸海軍関係者」「ご遺族」など、町民の皆さまからのご投稿をお待ちしております。
お預かりした原稿は、平成 28年 3月に編集製本します。

▼原稿枚数：400 字詰め原稿用紙 4～ 10枚程度（増減可）。写真添付可
▼提出期間：10 月 31日（土）まで
▼提出方法：郵送または直接窓口に提出
▼その他：詳細は下記にお問い合わせください
▼問合せ：予科練平和記念館　☎891ー3344（月曜日を除く午前 9時～午後 5時）

▲土空空襲の様子

よかれんへいわきねんかんだより
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〈広告欄〉

おしらせ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

Informa
tion

Informa
tion

■
ま
い
・
あ
み
・
ま
つ
り

●
ス
テ
ー
ジ
式
典
部
会
か
ら
出
演
者

募
集

❶
ま
い
・
あ
み
・
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン

▼
内
容	

ま
い
・
あ
み
・
ま
つ
り
の

P
R
や
町
の
観
光
事
業
な
ど
に
協

力
し
て
く
れ
る
明
る
く
元
気
な
ア

ン
バ
サ
ダ
ー
（
大
使
）
3
人
を
選

び
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
上
で
自
己

P
R
な
ど
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す

▼
対
象	

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
・

在
学
で
18
歳
以
上
の
人
（
男
女
お

よ
び
既
婚
・
未
婚
は
不
問
）

▼
賞
品	

大
使
3
人
に
商
品
、
参
加

者
全
員
に
参
加
賞

▼
募
集
人
数	

20
人
程
度

❷
ジ
ュ
ニ
ア
フ
ェ
ス

▼
内
容	

中
学
生
以
下
の
子
ど
も
に

よ
る
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

（
持
ち
時
間
は
5
分
以
内
）

▼
対
象	

町
内
在
住
ま
た
は
町
内
の

保
育
所
・
幼
稚
園
・
小
中
学
校
に
通

学
し
て
い
る
子
ど
も

▼
賞
品	

参
加
者
全
員
に
参
加
賞

▼
そ
の
他	

申
込
多
数
の
場
合
、
抽

選
の
場
合
あ
り

❸
ア
ミ
ュ
ー
ズ
フ
ェ
ス

▼
内
容	

高
校
生
以
上
に
よ
る
ス
テ

ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
（
持
ち
時

間
は
5
分
以
内
）

▼
対
象	

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
・

在
学
で
18
歳
以
上
の
人

▼
賞
品	

参
加
者
全
員
に
参
加
賞

▼
そ
の
他	

申
込
多
数
の
場
合
、
抽

選
の
場
合
あ
り
。
ス
テ
ー
ジ
運
行

上
、
バ
ン
ド
等
の
準
備
時
間
を
要

す
る
も
の
は
不
可

❹
の
ど
自
慢

▼
内
容	

の
ど
自
慢
（
持
ち
時
間
は

3
分
程
度
）

▼
対
象	

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
・

在
学
の
人

▼
賞
品	

優
勝
者
な
ど
に
商
品
、
参

加
者
全
員
に
参
加
賞

▼
募
集
人
数	

11
組
（
申
込
多
数
の

場
合
、事
前
選
考
会
に
よ
り
選
考
）

●
申
込
方
法 	

6
月
26
日（
金
）ま
で

に
、
電
話
ま
た
は
直
接
左
記
に
申

し
込
む

●
ス
テ
ー
ジ
式
典
部
会
か
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
募
集

▼
日
時	

7
月
31
日
（
金
）
～
8
月

3
日
（
月
）　

※
時
間
は
応
相
談
、

一
部
で
も
可

▼
内
容	

ス
テ
ー
ジ
の
準
備
・
ス
テ

ー
ジ
進
行
の
手
伝
い

▼
申
込
方
法 	

7
月
17
日（
金
）ま
で

に
、
電
話
ま
た
は
直
接
左
記
に
申

し
込
む

●
パ
レ
ー
ド
神
輿
部
会
か
ら
参
加
団

体
等
募
集

今
年
も
楽
し
い
パ
レ
ー
ド
・
神
輿
・

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
・
盆
踊
り
な
ど

を
行
い
ま
す
。

❶
わ
い
わ
い
パ
レ
ー
ド
・
一
輪
車
・
仮

装
行
列
な
ど　

ア
ミ
ゴ
ン
、
ピ
ー

ス
と
さ
く
ら
と
一
緒
に
巡
行
し
て

み
ん
な
で
楽
し
い
お
祭
り
に
し
ま

し
ょ
う

❷
盆
踊
り　

阿
見
音
頭
・
新
阿
見
音
頭

▼
申
込
方
法	

❶
～
❷
は
6
月
18
日

（
木
）ま
で
、
電
話
ま
た
は
直
接
左

記
に
申
し
込
む

●
模
擬
店
募
集

模
擬
店
は
町
商
工
会
に
よ
る
運
営

に
な
り
ま
す
の
で
、
ま
い
・
あ
み
・
ま

つ
り
実
行
委
員
会
に
よ
る
募
集
は
あ

り
ま
せ
ん
。
詳
細
は
、
町
商
工
会

（
☎
8
8
7
ー

0
5
5
2
）
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ	

ま
い
・
あ
み
・
ま
つ
り
実

行
委
員
会
事
務
局
☎
8
8
8
ー

1
1
1
1
（
1
7
3
）　

※
土
・
日

を
除
く
午
前
9
時
～
午
後
3
時

30
分

■
『
全
国
一
斉
特
設
人
権
相
談
』

実
施

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
住
民
の

人
権
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
常
に
注

意
を
払
い
、
も
し
人
権
が
侵
害
さ
れ

た
と
き
は
、
そ
の
相
談
を
受
け
、
被

害
救
済
の
た
め
に
速
や
か
に
適
切
な

処
理
を
行
い
ま
す
。

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

6
月
1
日
の『
人
権
擁
護
委
員
の
日
』

に
ち
な
み
、
左
記
の
と
お
り
特
設
人

権
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
地
元
の
人

権
擁
護
委
員
が
人
権
問
題
等
で
お
困

り
の
人
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

▼
期
日	

6
月
4
日（
木
）

▼
時
間	

午
前
10
時
～
午
後
3
時

▼
場
所	

総
合
保
健
福
祉
会
館
『
さ

わ
や
か
セ
ン
タ
ー
』
大
会
議
室

▼
問
合
せ	

総
務
課
総
務
係
☎

8
8
8
ー

1
1
1
1
（
2
1
5
）

霞
ヶ
浦
高
等
学
校
か
ら

●
霞
ヶ
浦
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
・
チ
ア

ダ
ン
ス
部
第
8
回
合
同
発
表
会

▼
期
日
　

6
月
13
日
（
土
）

▼
時
間	

午
後
1
時
30
分
か
ら
（
開

場
：
午
後
1
時
）

▼
場
所	

土
浦
市
民
会
館

▼
内
容
　
▼
第
1
部　

吹
奏
楽
部
▼

第
2
部　

チ
ア
ダ
ン
ス
部
▼
友
情

出
演　

霞
南
至
健
中
学
校

▼
そ
の
他	

入
場
無
料
。
申
込
不
要

●
霞
ヶ
浦
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

第
2
回
定
期
演
奏
会

▼
期
日
　

6
月
14
日
（
日
）

▼
時
間	

午
後
4
時
30
分
か
ら
（
開

場
：
午
後
4
時
）

▼
場
所	

牛
久
市
中
央
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
（
牛
久
市
柏
田
町
）

▼
そ
の
他	

入
場
無
料
。
申
込
不
要

●
問
合
せ	

霞
ヶ
浦
高
等
学
校
☎

8
8
7
ー

0
0
1
3
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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tion

■
慰
霊
巡
拝
の
参
加
者
募
集

政
府
で
は
、
旧
主
要
戦
域
や
遺
骨

帰
還
の
で
き
な
い
海
上
に
お
い
て
戦

没
者
を
慰
霊
す
る
た
め
、
慰
霊
巡
拝

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

参
加
対
象
者
は
、
戦
没
者
の
遺
族

（
配
偶
者（
再
婚
し
た
人
を
除
く
）・

父
母
・
子
・
兄
弟
姉
妹
）
お
よ
び
参
加

遺
族
（
子
・
兄
弟
姉
妹
）
の
配
偶
者
、

戦
没
者
の
孫
、
戦
没
者
の
甥
・
姪
で
、

県
内
在
住
の
健
康
状
態
が
良
好
な
人

で
す
（
年
齢
は
原
則
80
歳
以
下
）。

日
程
等
の
詳
細
は
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
実
施
地
域	

▼
沿
海
地
方
▼
硫
黄

島
▼
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
▼
東
部
ニ

ュ
ー
ギ
ニ
ア
▼
フ
ィ
リ
ピ
ン
▼
マ

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
▼
北
ボ
ル
ネ
オ
▼

パ
ラ
オ
ー
な
ど

▼
問
合
せ	

社
会
福
祉
課
☎
8
8
8

ー

1
1
1
1
（
1
6
3
）

■
慰
霊
友
好
親
善
事
業
の
参

加
者
募
集

一
般
財
団
法
人
日
本
遺
族
会
で

は
、
政
府
か
ら
委
託
・
補
助
を
受
け
、

標
記
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

先
の
大
戦
で
父
等
を
亡
く
し
た
戦

没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、
父
等
の

戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
て
慰
霊
追
悼

を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
地
域
の
住
民

と
友
好
親
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
本
年
は
終
戦
70
周

年
記
念
事
業
と
し
て
洋
上
慰
霊
を
実
施

し
ま
す
。
日
程
等
の
詳
細
は
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
参
加
料	
9
万
円

▼
実
施
地
域	
▼
フ
ィ
リ
ピ
ン
▼
ニ

ュ
ー
ギ
ニ
ア
▼
中
国
▼
ボ
ル
ネ
オ・

マ
レ
ー
半
島
▼
ミ
ャ
ン
マ
ー
▼
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
▼
マ
リ
ア
ナ
諸
島
▼

ト
ラ
ッ
ク
諸
島
▼
パ
ラ
オ
諸
島
▼

マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島

▼
旧
ソ
連
▼
イ
ン
ド
ー
な
ど

▼
問
合
せ	

㈶
日
本
遺
族
会
事
業
課

事
業
係
☎
0
3
ー

3
2
6
1
ー

5
5
2
1

■
い
ば
ら
き
県
南
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
就
労
相
談（
無
料
）

就
労
意
欲
を
持
ち
な
が
ら
も
、
就

職
に
不
安
や
悩
み
を
持
つ
人
や
そ
の

ご
家
族
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

▼
期
日	

6
月
3
日（
水
）

▼
時
間	

午
後
1
時
～
4
時

▼
場
所	

か
す
み
公
民
館
会
議
室

▼
対
象	

15
歳
か
ら
39
歳
の
本
人
お

よ
び
そ
の
家
族

▼
申
込
方
法	

電
話
・
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
・
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
左
記

に
申
し
込
む

▼
そ
の
他	

要
事
前
予
約

▼
問
合
せ	

い
ば
ら
き
県
南
若
者
サ

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
一
般
社

団
法
人
ア
イ
ケ
イ
つ
く
ば
）
☎

8
9
3
ー

3
3
8
0
▼
FAX
8
9
3
ー

3
3
8
1
▼
E
メ
ー
ル
：info@

saposute-tsukuba.jp

■
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会
開
催

▼
期
日	

6
月
2
日（
火
）

▼
時
間	

午
前
10
時
～
正
午

▼
場
所	

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
総
合
保
健
福
祉
会
館『
さ
わ
や
か

セ
ン
タ
ー
』別
館
）

▼
対
象	

当
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
に
賛

同
し
、
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る

町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人
が
対

象
（
入
会
承
認
制
）

▼
問
合
せ	
（
公
社
）町
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
☎
8
8
8
ー

2
0
3
6

陸
上
自
衛
隊
霞
ヶ
浦
飛
行
場
か
ら

■
『
夜
間
飛
行
訓
練
』

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
3
・
4
機
に
よ
る

標
記
訓
練
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時	

6
月
10
日（
水
）〜
11
日

（
木
）、
17
日（
水
）〜
18
日（
木
）

日
没
か
ら
約
3
時
間
以
内
（
各
機

2
時
間
基
準
）

▼
問
合
せ	

陸
上
自
衛
隊
航
空
学
校

霞
ヶ
浦
校
総
務
課
☎
8
4
2
ー

1
2
1
1
（
3
4
2
0
）

■
県
歯
科
医
師
会
『
親
と
子
の

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
』
募
集

▼
対
象	

平
成
21
年
4
月
2
日
か
ら

平
成
24
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
れ

た
未
就
学
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
母

親
ま
た
は
父
親
▼
本
コ
ン
ク
ー
ル

で
入
賞
歴
の
あ
る
人
の
再
応
募
は

ご
遠
慮
願
い
ま
す
▼
喫
煙
習
慣
の

あ
る
親
は
対
象
外
と
し
ま
す

▼
入
賞	

母
と
子
の
部
・
父
と
子
の

部
各
、
最
優
秀
1
組
・
優
秀
4
組

▼
応
募
方
法	

6
月
19
日（
金
）（
必

着
）ま
で
に
、
親
子
の
氏
名
・
生
年

月
日
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
電
話
番
号
・

か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
院
等
の
電

話
番
号
を
記
載
し
て
、
は
が
き
ま

た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
左
記
に
申

し
込
む
。
口
腔く

う

診
査
票
が
送
付
さ

れ
た
ら
県
歯
科
医
師
会
会
員
の
歯

科
医
院
で
検
診（
無
料
）を
受
け
る

　

※
検
診
時
に
親
子
の
前
歯
が
見

え
て
い
る
笑
顔
の
顔
写
真
を
持
参

▼
表
彰	

11
月
15
日（
日
）に
県
歯
科

医
師
会
館（
水
戸
市
見
和
）で
開
催

す
る『
第
24
回
茨
城
県
民
歯
科
保

健
大
会
』の
席
上
で
表
彰
す
る

▼
問
合
せ	

〒
3
1
0
ー

0
9
1
1

水
戸
市
見
和
2
ー

2
9
2
県
歯
科

医
師
会
☎
0
2
9
ー

2
5
2
ー

2
5
6
1
FAX
0
2
9
ー

2
5
3
ー

1
0
7
5
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おしらせ

■
町
職
員
（
保
健
師
）
募
集

平
成
28
年
4
月
1
日
採
用
の
町

職
員
（
保
健
師
）
を
左
記
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。　

※
一
般
事
務
職
員

等
の
募
集
は
別
途
実
施
し
ま
す

▼
職
種	

保
健
師

▼
募
集
人
数	

若
干
名

▼
受
験
資
格	

❶
保
健
師
の
資
格
を

有
す
る
人
ま
た
は
平
成
28
年
3
月

ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の
人

❷
昭
和
63
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
❸
健
康
状
態
が
正
常
で

あ
る
人　

※
地
方
公
務
員
法
第
16

条
の
欠
格
条
項
に
該
当
す
る
人
は

受
験
で
き
ま
せ
ん

▼
選
考
方
法	

作
文
お
よ
び
個
別
面

接
（
別
途
、
身
体
測
定
・
身
上
調

査
を
実
施
）

▼
選
考
期
日	

7
月
下
旬
ご
ろ

▼
選
考
場
所	

役
場
会
議
室　

※
期

日
お
よ
び
場
所
の
詳
細
は
申
込
者

に
直
接
通
知

▼
合
格
発
表	

9
月
頃
本
人
に
通
知

▼
給
与	

1
7
4
2
0
0
円
（
平
成

27
年
4
月
現
在
の
大
学
卒
初
任

給
。
学
校
卒
業
後
一
定
経
験
年
数

が
あ
る
人
は
加
算
あ
り
。こ
の
他
、

扶
養
・
住
居
・
通
勤
・
時
間
外
勤

務
・
期
末
お
よ
び
勤
勉
の
各
種
手

当
あ
り
。）

▼
申
込
期
間	

6
月
1
日（
月
）～
26

日（
金
）の
土
・
日
を
除
く
午
前
8

時
30
分
～
午
後
5
時
15
分
。
郵
送

の
場
合
は
必
着

▼
申
込
方
法	

❶
申
込
用
紙
・
面
接

カ
ー
ド
・
自
己
推
薦
書
を
総
務
課

へ
直
接
ま
た
は
郵
送
で
請
求　

※

郵
送
請
求
の
場
合
は
、
封
筒
の
表

に
『
職
員
採
用
選
考
申
込
用
紙
請

求
』
と
朱
書
き
し
、
宛
先
を
明
記

し
て
1
2
0
円
切
手
を
貼
っ
た
返

信
用
封
筒
（
角
型
2
号
）
お
よ
び

履
歴
書
〔
最
終
学
歴
（
見
込
を
含

む
）・
希
望
職
種
・
氏
名
・
生
年
月

日
・
住
所
・
電
話
番
号
〕
を
明
記
し

た
書
類
を
同
封
。
直
接
請
求
の
場

合
は
、
窓
口
で
同
様
の
内
容
を
受

付
簿
に
記
入
。
❷
申
込
用
紙
・
面

接
カ
ー
ド
・
自
己
推
薦
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
直
接
ま
た
は
郵
送

で
総
務
課
に
提
出

▼
そ
の
他	
受
付
時
に
募
集
の
詳
細

を
配
布
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ

さ
い

▼
問
合
せ	

総
務
課
職
員
係
☎

8
8
8
ー

1
1
1
1
（
2
1
1
）

■
『
国
際
交
流
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
』

参
加
者
募
集

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
と
一
緒

に
中
央
公
民
館
周
辺
を
歩
き
ま
す
。

▼
期
日	

6
月
13
日（
土
）

▼
時
間	

午
前
9
時
～
正
午

▼
場
所	

中
央
公
民
館
集
合

▼
対
象	

町
国
際
交
流
協
会
会
員

お
よ
び
町
在
住
の
人
（
小
学
生

以
上
）

▼
募
集
人
数	

30
人（
定
員
で
締
切
）

▼
参
加
料	

無
料

▼
申
込
方
法	

6
月
10
日
（
水
）ま
で

に
、
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
左
記

に
申
し
込
む

▼
そ
の
他	

雨
天
中
止
。
履
き
慣
れ

た
靴
・
帽
子
を
着
用
し
て
き
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
飲
み
物
は
各
自

持
参
。
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
が

あ
り
ま
す

▼
問
合
せ	

町
国
際
交
流
協
会
事
務

局
☎
8
8
8
ー

1
1
1
1（
2
9
2
）

※
火
～
金
曜
日
の
午
前
8
時
30
分

～
午
後
5
時
15
分
▼
E
メ
ー
ル
：

aiea-am
i@
atlas.plala.or.jp

■
『
第
2
回
町
民
健
康
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
』
参
加
者
募
集

▼
期
日　

6
月
21
日（
日
）

▼
時
間	

午
前
8
時
総
合
保
健
福
祉

会
館
さ
わ
や
か
セ
ン
タ
ー
出
発

▼
場
所	

埼
玉
県
久
喜
市（
あ
や
め
・

ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
里
他
）
約
8
キ
ロ

メ
ー
ト
ル

▼
募
集
人
数	

45
人
（
参
加
者
は
抽

選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
）

▼
参
加
料	

1
0
0
0
円　

※
抽
選

日
ま
た
は
当
日
受
付
で
納
め
る

▼
抽
選
日
時
　

6
月
7
日（
日
）午
後

3
時
か
ら

▼
抽
選
会
場
　
中
央
公
民
館
3
階
集

会
室

▼
そ
の
他
　
▼
事
前
申
込
不
要
▼
直

接
抽
選
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い

▼
抽
選
会
開
始
後
は
受
け
付
け
ま

せ
ん
▼
代
理
出
席
可
（
1
人
に
つ

き
2
人
分
ま
で
）

▼
問
合
せ
　
阿
見
い
き
い
き
ク
ラ
ブ

田
沼
☎
8
8
7
ー

0
8
3
6

■
『
地
域
ケ
ア
研
修
会
』
参
加
者

募
集

▼
期
日	

6
月
21
日（
日
）

▼
時
間	

午
前
10
時
～
11
時
40
分

▼
場
所	

総
合
保
健
福
祉
会
館
『
さ

わ
や
か
セ
ン
タ
ー
』
2
階
大
会
議
室

▼
内
容	

講
演
『
誰
に
で
も
わ
か
る

認
知
症
～
認
知
症
を
知
る
こ
と
か

ら
始
め
よ
う
～
』

▼
講
師	

永
田
博
司
氏
（
県
立
医
療

大
学
医
科
学
セ
ン
タ
ー
教
授
）

▼
申
込
期
間	

6
月
15
日（
月
）ま
で

※
土
・
日
を
除
く

▼
申
込
方
法	

電
話
ま
た
は
直
接
左

記
に
申
し
込
む

▼
問
合
せ	

町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
8
8
7
ー

0
0
8
4

■
第
55
回
県
母
親
大
会
開
催

▼
期
日	

6
月
28
日（
日
）

▼
時
間	

午
前
10
時
～
午
後
4
時

（
受
付
：
午
前
9
時
か
ら
）

▼
場
所	

県
立
勝
田
高
等
学
校
（
ひ

た
ち
な
か
市
足
崎
）

▼
内
容	

▼
午
前
：
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・

分
科
会
▼
午
後
：
全
体
会
（
記
念

講
演
『
メ
デ
ィ
ア
漬
け
で
壊
れ
る

子
ど
も
た
ち
―
ス
マ
ホ
社
会
の

落
と
し
穴
―
』
／
講
師
：
清
川
輝

基
氏
）

▼
参
加
料	

1
0
0
0
円（
資
料
代
）

▼
そ
の
他
　
内
履
き
（
ス
リ
ッ
パ
）

を
持
参
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ	

第
55
回
県
母
親
大
会
実

行
委
員
会
☎
8
2
4
ー

8
9
4
9
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役場開庁時間（土・日・祝日・年末年始を除く）
午前 8時 30分～午後 5時 15分
※日曜開庁あり（『広報あみ』お知らせ版参照）

『広報あみ』は、毎月第 2・4（12月は第 3）金曜日発行です。
下記公共施設等にも備えてありますので、ご利用ください。
▼公共施設：役場 1階北側玄関、仮設庁舎 1階、役場 2階秘
書課、うずら出張所、総合保健福祉会館『さわやかセンタ
ー』、中央・かすみ・君原の各公民館、本郷・舟島の各ふれ
あいセンター、予科練平和記念館、町民活動センター
▼その他の施設：阿見・中央一・阿見原・青宿・実穀・君原の
各郵便局、常陽銀行阿見・荒川沖東の各支店、筑波銀行
阿見・荒川本郷の各支店、水戸信用金庫阿見支店、茨城
県信用組合阿見支店

●人口と世帯●
▽ 5月 1日現在
▽常住人口ベース
▽（　）内は前月比
▽情報政策課調べ

●公共機関電話番号●●防災行政無線フリーダイヤル●
防災行政無線で放送された内容は、下記の
フリーダイヤルの電話でも確認することがで
きます。（通話料は無料です）
 

0120-131-813

うずら出張所	
☎ 841ー1167
健康づくり課	
☎ 888ー2940
障害福祉課	
☎ 888ー2943
福祉センターまほろば	
☎ 887ー3969
地域子育て支援センター	
☎ 891ー2772
阿見消防署	
☎ 887ー0119
火災情報案内	
☎ 887ー2600
上下水道課	
☎ 889ー5151
霞クリーンセンター	
☎ 889ー0091
中央公民館	
☎ 888ー2526
君原公民館	
☎ 889ー1363

かすみ公民館	
☎ 888ー8111
本郷ふれあいセンター	
☎ 830ー5100
舟島ふれあいセンター	
☎ 840ー2761
図書館	
☎ 887ー6331
総合運動公園	
☎ 889ー2788
教育相談センター	
☎ 888ー1225
町民活動センター	
☎ 888ー2051
町男女共同参画センター	
☎ 896ー3181
消費生活センター	
☎ 888ー1871
町民ダイヤル（休日当番医
・定例相談等のテレホンサ
ービス）☎ 887ー6600

●定例相談●
人権相談／行政相談
日　　時	 6 月 4日（木）　午前 10時〜午後 3時
場　　所	 総合保健福祉会館2階大会議室A
問い合わせ	 総務課☎ 888ー1111（215）

子育て相談
電話・来所相談	 月〜金曜日 午前 9時〜午後 4時
場　　所	 中郷保育所内
訪問相談	 随時受付
問い合わせ	 地域子育て支援センター☎ 891ー2772

教育相談
日　　時	 火〜金曜日 午前 9時〜午後 3時
場　　所	 図書館となり
問い合わせ	 教育相談センター☎ 888ー1225

心配ごと相談
日　　時	 水曜日 午後 1時〜 4時
弁護士相談	 月1回午後1時〜3時30分（毎週水曜日の心

配ごと相談にて要予約）
場　　所	 総合保健福祉会館相談室
問い合わせ	 町社会福祉協議会☎ 887ー0084

高齢者総合相談
日　　時	 月〜金曜日 午前 8時 30分〜午後 5時 30分
場　　所	 町社会福祉協議会内
問い合わせ	 �町地域包括支援センター☎ 887ー8124

消費者相談
日　　時	 月〜金曜日　午前9時〜正午、午後1時〜 4時
場　　所	 役場 1階町消費生活センタ−
問い合わせ	 町消費生活センタ−☎ 888ー1871

交通事故相談
日　　時	 月〜金曜日、午前 9時〜正午、午後 1時〜 4

時 45分
弁護士相談	 水曜日　午後 1時〜 4時［要予約］
場　　所	 県土浦合同庁舎
問い合わせ	 県南地方交通事故相談所☎ 823ー1123

阿見消防署管内調べ
出場件数 154件（ 632）

※救急車の適正な利用を
お願いします

急　　病 95件（ 393)
交通事故 23件（ 88)
一般負傷 24件（ 87)
そ の 他	 12 件（ 64)
合　　計 154件（ 632)

6 月の納税等
町県民税（1期）
介護保険料（2期）
納期限 6月 30日（火）

7 月の納税等
固定資産税（2期）
国民健康保険税（1期）
後期高齢者医療保険料（1期）
納期限 7月 31日（金）

救急車出動状況　4月（年累計）

※納期限後に納付される場合、納付までの日数により延滞金がかかります

●総人口　48,043 人 ( ＋ 36）
●男　性　23,835 人 ( ＋ 18）
●女　性　24,208 人 ( ＋ 18）
●世帯数　19,079 世帯 ( ＋ 66）


